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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【中小事業者の「働き方改革」考】…３面／タイヤ
ケアホントの話【タイヤケア・コイン】…４面／食の新旧街道を行く【滋味のふるさと①もちも
ち、六田麸】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,598 103.7%

一　般 ― 105.7%
宅配便（千個） 348,043 111.0%

輸送統計
平成29年6月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計

54
（−13）

85
（＋1）

139
（−12）

交通事故死者数（人）
7月31日現在 8月30日現在

1,989
（−132）

2,288
（−150）

全国の死亡
事故件数

1,955
（−127）

平成29年7月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２〜

4
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

５ ・全ト協青年部会「女性雇
用促進に関する実態調査
報告書」

６
＜中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ＞
・親族内承継①
東松山運輸㈲（埼玉県）

7 ・��「中小企業白書」にみる　
事業承継のトレンド①

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

8/15〜9/14  5552
9/15〜10/14  4716

８ ・�女性の輝く現場から
�トラガールのお仕事。
��東奥陸送㈱岩手営業所（岩手県）

キャリアカードライバーとして商品車輸送を担う
打野 久美子さん

※平成29年度第1回「運行管理者試験問題（貨
物）」と解答は抜き出してご活用ください

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
︑
日
本
バ

ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会
長
︑

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

連
合
会
の
川
鍋
一
朗
会
長
と

と
も
に
︑
８
月
３
日
に
第
３

　

第
３
次
安
倍
第
３
次
改
造

内
閣
が
８
月
３
日
発
足
し
︑

国
土
交
通
副
大
臣
に
牧
野
た

か
お
（
参
議
院
・
静
岡
）︑

秋
元
司
（
衆
議
院
・
比
例
東

京
）
両
氏
が
着
任
し
た
︒
ま

た
︑
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

に
は
︑
秋
本
真
利
（
衆
議
院

・
千
葉
９
区
）︑
高
橋
克
法

（
参
議
院
・
栃
木
）︑簗
和
生

（
衆
議
院
・
栃
木
３
区
）
の

３
氏
が
就
任
し
た
︒
石
井
啓

一
大
臣
以
外
は
全
員
が
交
代

し
た
こ
と
に
な
る
︒

　

こ
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
（
自
動
車
局
）
を
担

当
す
る
の
は
︑
牧
野
副
大
臣

次
安
倍
第
３
次
改
造
内
閣
が

発
足
し
︑
自
由
民
主
党
執
行

部
が
新
体
制
に
な
っ
た
こ
と

に
合
わ
せ
︑
主
要
閣
僚
お
よ

び
自
民
党
新
三
役
を
表
敬
訪

問
し
た
︒

と
秋
本
政
務
官
と
な
る
︒

︻
国
土
交
通
副
大
臣
︼

▽
牧
野
た
か
お
（
ま
き
の
・

た
か
お
）
氏　

昭
和
57
年
早

稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
︑
同

年
テ
レ
ビ
静
岡
入
社
︒
県
議

会
議
員
を
経
て
︑
平
成
19
年

参
議
院
議
員
初
当
選
︒
25
年

外
務
大
臣
政
務
官
︒
58
歳
︒

▽
秋
元
司
（
あ
き
も
と
・
つ

か
さ
）
氏　

平
成
８
年
大
東

文
化
大
学
経
済
学
部
卒
業
︒

平
成
16
年
参
議
院
議
員
初
当

選
︒19
年
防
衛
大
臣
政
務
官
︒

24
年
衆
議
院
議
員
初
当
選
︒

27
年
自
民
党
国
土
交
通
部
会

　

国
務
大
臣
に
対
し
て
は
︑

８
月
７
日
に
石
井
啓
一
国
土

交
通
大
臣
︑
ま
た
︑
８
月
23

日
に
は
加
藤
勝
信
厚
生
労
働

大
臣
を
訪
問
︒

　

自
民
党
関
係
で
は
︑
８
月

長
︒
45
歳
︒

︻
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
︼

▽
秋
本
真
利
（
あ
き
も
と
・

ま
さ
と
し
）
氏　

平
成
18
年

法
政
大
学
法
学
部
卒
業
︒
市

議
会
議
員
を
経
て
︑
24
年
衆

議
院
議
員
初
当
選
︒
42
歳
︒

▽
高
橋
克
法
（
た
か
は
し
・

か
つ
の
り
）
氏　

昭
和
56
年

明
治
大
学
法
学
部
卒
業
︒
国

会
議
員
秘
書
︑県
議
会
議
員
︑

高
根
沢
町
長
な
ど
を
経
て
︑

平
成
25
年
参
議
院
議
員
初
当

選
︒
59
歳
︒

▽
簗
和
生（
や
な
・
か
ず
お
）

氏　

平
成
15
年
慶
應
義
塾
大

学
商
学
部
卒
業
︑
18
年
東
京

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
了
︒
国
会
議
員
秘
書
な
ど

を
経
て
︑
平
成
24
年
衆
議
院

議
員
初
当
選
︒
38
歳
︒

副
大
臣
に
牧
野
氏
、
秋
元
氏

政
務
官
に
秋
本
氏
、
高
橋
氏
、
簗
氏

第
３
次
安
倍
第
３
次
改
造
内
閣

秋元 司
国土交通副大臣

高橋 克法
国土交通大臣政務官

簗 和生
国土交通大臣政務官

牧野 たかお
国土交通副大臣

秋本 真利
国土交通大臣政務官

国土交通省

み
を
︑
政
府
を
挙
げ
て
強
力

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
た
（
図
）︒

　

今
回
ま
と
め
た
施
策
の
な

か
で
︑
労
働
生
産
性
の
向
上

で
は
︑﹁
荷
待
ち
時
間
﹂
を

削
減
す
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

の
予
約
調
整
シ
ス
テ
ム
導
入

を
支
援
す
る
ほ
か
︑﹁
荷
役

時
間
﹂
を
削
減
す
る
た
め
︑

パ
レ
ッ
ト
化
等
に
よ
る
機
械

荷
役
へ
の
転
換
を
促
進
︒﹁
走

行
時
間
﹂を
削
減
す
る
た
め
︑

高
速
道
路
の
割
引
拡
充
な
ど

を
検
討
す
る
︒

　

ま
た
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
の
導
入
を
促
進
す
る
ほ

か
︑
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
て
運
行
管
理

を
高
度
化
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
多
様

な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
︑
ト
ラ
ッ

ク
︑
高
速
バ
ス
で

中
継
輸
送
の
普
及

に
向
け
た
検
討
を

行
う
ほ
か
︑
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
で
の
大
型

車
駐
車
マ
ス
を
増

や
す
︒

　

一
方
︑
取
引
環

境
の
適
正
化
で

は
︑
荷
主
勧
告
制

度
の
運
用
を
見
直

す
ほ
か
︑
運
送
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
の

対
価
と
し
て
諸
料

金
収
受
を
促
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
各
業
界
団
体

に
﹁
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
の

策
定
を
要
請
す
る
ほ
か
︑
ホ

ワ
イ
ト
経
営
の﹁
見
え
る
化
﹂

と
優
遇
策
を
検
討
す
る
一
方

で
︑
行
政
処
分
に
つ
い
て
は

強
化
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
第
二
種
免
許
の

受
験
資
格
を
見
直
す
ほ
か
︑

貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係
る

駐
車
規
制
を
見
直
す
︒

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
平
成
30

年
度
予
算
概
算
要
求
に
反
映

さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
会
議
で
は
平
成

30
年
春
ご
ろ
を
目
途
に
︑
自

動
車
運
送
事
業
の
長
時
間
労

働
を
抑
制
す
る
た
め
の
﹁
行

動
計
画
﹂
を
策
定
・
公
表
す

る
予
定
︒

　

同
会
議
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
つ
い
て
省
庁
横
断
的

な
検
討
を
行
い
︑
長
時
間
労

働
を
是
正
す
る
た
め
の
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
関
連
制
度
の
見
直
し

や
︑
支
援
措
置
に
関
す
る
行

動
計
画
の
策
定
・
実
施
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
︒

　

今
回
の
会
議
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
︑
バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
の

働
き
方
改
革
﹁
直
ち
に
取
り

組
む
施
策
﹂
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
︑
①
長
時
間
労
働
是

正
の
た
め
の
環
境
整
備
②
長

時
間
労
働
是
正
の
た
め
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
抑
止
力
の

強
化
︱
︱
に
関
す
る
取
り
組

図

　

政
府
は
８
月
28
日
︑
第
２
回
﹁
自

動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
に
関

す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂（
議
長

・
野
上
浩
太
郎
内
閣
官
房
副
長
官
）

を
開
催
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
︑
バ
ス
︑
タ

ク
シ
ー
の
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め

に
新
た
に
進
め
る
施
策
な
ど
︑
63
の

施
策
を
ま
と
め
た
︒

７
日
に
二
階
俊

博
幹
事
長
︑
竹

下
亘
総
務
会

長
︑
岸
田
文
雄

政
調
会
長
の
自

民
党
新
三
役

を
︑
さ
ら
に
︑

８
月
23
日
に

は
︑
盛
山
正
仁

国
土
交
通
部
会

長
を
訪
問
し
た

（
２
面
に
掲

載
）︒

　

な
お
︑
表
敬

訪
問
に
は
︑
各

団
体
の
役
員
も

同
行
し
︑
全
ト

協
か
ら
は
︑
桝

野
龍
二
理
事

長
︑
松
崎
宏
則

常
務
理
事
が
同

行
し
た
︒

自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革

関
係
省
庁
が
第
２
回
連
絡
会
議

坂
本
会
長
、主
要
閣
僚
と

自
民
党
新
三
役
を
表
敬
訪
問

長時間労働是正へ63施策

事
業
用
自
動
車
関
係
３
団
体
と
と
も
に

全ト協

加藤勝信厚生労働大臣（8月23日、厚生労働大臣室）

石井啓一国土交通大臣（8月7日、国土交通大臣室）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.8.5—9.1

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

　あなたは前方左側にトラックが駐車している道路を走行しています。
追い越していきたいのですが、この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 91回〕「駐車車両のある道路の走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
坂
本
克
己
会
長
）
は
８
月

８
日
︑
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
千
原
武
美
会
長
）
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
︑
主
に
運
賃
本

体
に
関
す
る
各
地
域
か
ら
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
︑
全
ト
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
協

会
・
行
政
参
加
の
も
と
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
も

の
で
︑
今
回
が
そ
の
初
回
と

な
る
︒

　

冒
頭
︑
坂
本
会
長
は
﹁
か

ね
が
ね
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様

方
や
行
政
の
方
々
と
同
じ
テ

ー
ブ
ル
に
つ
き
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
と
し
て
今
後
何
を

ど
う
し
て
い
く
か
︑
意
見
の

集
約
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
た
︒
そ
の
幕
開
け

と
し
て
︑
千
原
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
関
ト
協
の
皆
様
に

ご
参
集
い
た
だ
い
た
︒
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
話
し
合
い
が
で

き
れ
ば
幸
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
貨

物
課
か
ら
は
平
嶋
隆
司
課
長

と
橋
本
恵
一
郎
課
長
補
佐
が

出
席
し
︑
平
嶋
課
長
は
﹁
ト

ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
当

面
す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
話
を
行
っ
た
︒

　

関
ト
協
か
ら
は
︑
千
原
武

美
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
小
林
幹
愛
茨
城
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
︑
吉
髙
神
健

司
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
武
井
宏
群
馬
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
︑
鳥
居
伸
雄
埼

玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

大
里
忠
弘
千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
代
行
︑
吉
田
修
一

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
坂
本
政
彦
山
梨
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
と
︑
各
都
県

ト
協
の
専
務
理
事
ら
が
出
席

し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
桝
野
龍
二

理
事
長
を
筆
頭
に
役
員
が
出

席
︒
全
ト
協
の
事
業
活
動
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
︑

各
都
県
ト
協
か
ら
の
意
見
・

要
望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
︒

　

千
原
関
ト
協
会
長
は
︑﹁
関

ト
協
と
し
て
は
︑
要
望
実
現

の
た
め
に
坂
本
会
長
を
支
え

て
い
き
た
い
﹂
と
発
言
︒
坂

本
全
ト
協
会
長
は
﹁
本
日
皆

様
か
ら
頂
戴
し
た
様
々
な
意

見
を
集
約
し
︑
適
正
な
運
賃

・
料
金
の
収
受
に
向
け
︑
関

係
省
庁
と
も
し
っ
か
り
話
を

代
表
取
締
役
社
長（
兵
庫
県
）

を
新
た
に
副
部
会
長
に
選
任

し
た
︒

　

29
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
繁
忙
期
に
お
け
る
安
定
し

た
車
両
確
保
に
資
す
る
た

め
︑
情
報
シ
ス
テ
ム
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
②

部
会
員
の
経
営
基
盤
強
化
に

資
す
る
た
め
︑
研
修
会
を
開

催
す
る
③
部
会
組
織
の
あ
り

方
な
ら
び
に
組
織
拡
充
対
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
︱
︱
の
３

つ
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑
山

田
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
務
所
の
山
田
健
代
表
が

﹁
物
流
の
最
新
動
向
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
︒

運
送
・
積
合
部
会
（
井
上
和

英
部
会
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
28
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
29
年
度

事
業
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
し
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
︑
井
上
部
会
長
ら

を
再
任
す
る
と
と
も
に
︑
堀

部
運
送
㈱
の
堀
部
雅
夫
代
表

取
締
役
会
長
（
兵
庫
県
）︑

㈱
神
戸
急
配
社
の
内
山
克
己

し
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
︑

今
後
の
意
見
交
換
会
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

平
成
29
年
度　
　
　
　
　
　

　
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認

第
13
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

　

８
月
28
日
︑
第
13
回
利
用

トラックの助手席に座る宮崎さん 小池良愛知県ト協専務理事㊧も出演する

第13回利用運送・積合部会（８月28日、全ト協）

あいさつする坂本克己会長（８月８日、全ト協）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
提
供
し
て
い
る
ラ
ジ
オ

番
組
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・

リ
ク
エ
ス
ト
﹂（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局
ネ

ッ
ト
で
放
送
中
）
で
は
︑

９
月
７
日
㈭
︑
８
日
㈮
︑

22
日
㈮
の
３
回
に
わ
た
り
︑

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
幡
鋹
伸
会
長
）
が
運

営
し
て
い
る
﹁
中
部
ト
ラ

ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
﹂

（
愛
知
県
み
よ
し
市
）
で

収
録
を
行
っ
た
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
研
修
体
験
の
模
様
な

ど
を
放
送
す
る
︒

　

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
は
︑
研
修
事

業
の
充
実
と
事
業
の
拡
大

に
向
け
た
施
設
整
備
を
図

る
た
め
の
施
設
補
完
整
備

事
業
が
終
了
し
︑
昨
年
11

月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
果
た
し
た
︒
そ
れ
に
よ

り
︑
管
理
研
修
棟
︑
実
技

研
修
棟
︑
法
定
仕
様
の
運

転
練
習
コ
ー
ス
︑
全
天
候

型
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
コ

ー
ス
︑
ま
た
有
事
の
際
に

は
緊
急
支
援
物
資
の
集
積

基
地
と
な
る
屋
内
実
技
練

習
場
が
整
備
さ
れ
た
︒

　

同
特
集
で
は
︑
番
組
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
宮
崎

瑠
依
さ
ん
が
同
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
研

修
を
体
験
受
講
︒
右
左
折

時
の
事
故
や
緊
急
時
の
回

避
体
験
︑
ま
た
夜
間
運
転

時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
︑
指
導
員
に
よ
る
的
確

な
運
転
指
導
な
ど
を
リ
ポ

ー
ト
す
る
︒

　

ま
た
︑
愛
知
県
ト
協
の

小
池
良
専
務
理
事
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
収
録
︒
小

池
専
務
理
事
が
︑
同
セ
ン

タ
ー
の
特
長
や
︑
充
実
し

た
研
修
内
容
に
つ
い
て
の

紹
介
を
行
う
︒

募集人員 32 人

受講資格

①（一社）東京都トラック協会会員事業者の役員、またはその
社員で経営管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準ず
る方

②関東トラック協会会員事業者の役員、またはその社員で経営
管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準ずる方

③その他、特に会長が認めた方

申し込み
手続き期限 平成 29 年 9 月 8 日㈮

申し込み先

募集パンフレットに付属の受講申込書（東京都トラック協会ホーム
ページ［HP］よりダウンロード可能）に必要事項を記載の上、所属
支部（関東各県トラック協会会員の場合は所属協会）を経由し、
東ト協教育研修部宛てに郵送または FAX で申し込む（その他の
方は直接教育研修部へ）
※募集パンフレットは東ト協各支部にも配布してあります。

研修期間 平成 29 年 10 月 25 日㈬ ～ 30 年 8 月 2 日㈭
※修了式は平成 30 年 9 月 4 日㈫

授業時間 総計 145 時間

受講料
⑴東ト協会員事業者の役員およびその社員： 35 万円（税込み）
⑵関ト協会員事業者の役員およびその社員： 35 万円（税込み）
⑶その他：40 万円（税込み）

授業予定
日時・場所

日時：原則として水曜日　13 時 30 分～ 17 時 45 分
　　　（※講師の都合により曜日・時間変更の場合あり）
場所：東京都トラック総合会館 6 階研修室　他

問い合わせ先
東京都トラック協会 教育研修部
〒 160-0004 東京都新宿区四谷 3-1-8
☎ 03-3359-4137 ／ FAX 03-3359-6020

※年間時間割およびカリキュラムや申し込み方法等の詳細は東ト協 HP を参照。

第18期「物流経営士資格認定講座」受講生を募集
申し込みは9月8日㈮まで

東京都トラック協会

自民党新執行部を表敬訪問　　　　　（1面に関連）　

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
特
集
を
放
送

９
月
７・８・22
日
の
３
回
シ
リ
ー
ズ

全
ト
協
提
供「
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
」

TBSラジオ

竹下亘自由民主党総務会長（8月7日、自民党本部）

盛山正仁自由民主党国土交通部会長（8月23日、衆議院第一議員会館） 岸田文雄自由民主党政調会長（8月7日、自民党本部）　

二階俊博自由民主党幹事長（８月７日、自民党本部）

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
と
の　
　
　

　
　
「
意
見
交
換
会
」ス
タ
ー
ト

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
皮
切
り
に
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休日労働時間は時間外
労働時間の中に含まれ
るのか

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
基
本
的
な
こ
と
か

ら
お
話
し
し
ま
す
と
︑い
ず
れ
も
﹁
法

定
の
﹂
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
り

ま
す
が
︑﹁
休
日
労
働
﹂
と
﹁
時
間

外
労
働
﹂
は
全
く
別
の
も
の
で
す
︒

　

た
し
か
に
︑
所
定
労
働
時
間
以
外

Ａ�

法
令
上
は
重
複
せ
ず
、
二
重

評
価
と
な
ら
な
い
よ
う
別
々

に
計
算
を

　
休
日
労
働
の
労
働
時
間
は
時

間
外
労
働
時
間
の
中
に
含
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
も
所

定
外
の
労
働
時
間
で
あ
り
、
同

じ
扱
い
と
な
る
の
で
は
、
と
思
っ

た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
結
局

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

の
労
働
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
し
て

い
る
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
が
︑
労
働

基
準
法
で
は
︑
休
日
労
働
は
第
35
条

の
﹁
休
日
に
労
働
さ
せ
る
こ
と
﹂
で

あ
り
︑
一
方
︑
時
間
外
労
働
は
第
32

条
の
﹁
１
日
８
時
間
︑
週
40
時
間
の

法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

る
こ
と
﹂
を
意
味
し
て
い
ま
す
︒
つ

ま
り
︑
法
令
上
は
︑﹁
休
日
労
働
は

あ
く
ま
で
も
休
日
労
働
で
あ
り
︑
法

定
労
働
時
間
と
重
複
す
る
も
の
で
は

な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
法
定
休
日
に
働
い

た
労
働
時
間
は
１
週
全
体
の
法
定
労

働
時
間
の
制
限
の
枠
内
に
は
入
ら
ず
︑

逆
に
こ
れ
を
時
間
外
労
働
時
間
と
し

て
計
算
す
る
こ
と
は
二
重
評
価
の
禁

止
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
︑
許
さ
れ
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

休
日
労
働
に
は
法
定
労
働
時
間
の
概

念
が
当
て
は
ま
ら
な
い
わ
け
で
す
か

ら
︑
休
日
労
働
日
の
労
働
時
間
は
８

時
間
以
内
で
あ
る
必
要
は
な
く
︑
８

時
間
を
超
え
て
必
要
な
時
間
働
か
せ

る
こ
と
が
可
能
で
す
︒
時
間
外
手
当

に
つ
い
て
も
︑
行
政
解
釈
で
﹁
協
定

に
お
い
て
休
日
の
労
働
時
間
を
８
時

間
と
定
め
た
場
合
︑
割
増
賃
金
に
つ

い
て
は
８
時
間
を
超
え
て
も
深
夜
業

に
該
当
し
な
い
限
り
（
休
日
労
働
分

の
）
３
割
５
分
増
で
差
し
支
え
な
い
﹂

（
昭
和
22
年
︑
基
発
第
３
６
６
号
等
）

と
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
よ
う
に
法
令
上
︑

休
日
労
働
は
時
間
外
労
働
時
間
に
含

ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
実
際
に
は
︑
う
っ
か
り
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
︑﹁
36
協
定
﹂

で
時
間
外
労
働
時
間
の
限
度
に
つ
い

て
︑
休
日
労
働
の
労
働
時
間
を
含
め

た
形
で
締
結
し
て
い
る
事
業
場
が
か

な
り
あ
る
よ
う
で
す
︒
例
え
ば
︑
１

か
月
の
時
間
外
労
働
時
間
に
つ
い
て

限
度
時
間
の
45
時
間
で
協
定
し
た
際
︑

そ
の
中
に
休
日
労
働
の
時
間
を
含
め

た
ま
ま
計
算
し
て
︑
労
働
基
準
監
督

署
に
届
け
出
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
︒

　

当
然
こ
れ
に
対
し
︑
厚
生
労
働
省

と
し
て
は
︑
本
来
は
こ
の
よ
う
な
届

出
は
適
正
な
も
の
と
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
の
が
基
本
的
な
姿

勢
で
す
︒
と
は
い
え
︑
実
際
は
︑
36

協
定
の
届
出
奨
励
の
た
め
に
多
少
は

目
を
つ
ぶ
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

わ
け
で
︑
労
基
署
の
窓
口
で
は
﹁
労

使
慣
行
へ
の
影
響
等
を
配
慮
す
る
﹂

と
い
う
こ
と
を
理
由
に
︑
そ
の
ま
ま

受
理
し
て
い
ま
す
の
で
︑
特
に
問
題

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
た
だ
し
︑
そ

の
場
合
に
は
︑
別
に
定
め
た
換
算
方

法
を
用
い
て
届
出
の
時
間
外
労
働
時

間
を
算
定
し
直
し
︑
延
長
時
間
の
限

度
基
準
に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
ま
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
働
き
方
改
革
﹂
が
あ
ら
ゆ
る

企
業
に
お
い
て
大
き
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
き
た
︒
だ
が
︑
長
時
間
労

働
で
賃
金
水
準
が
低
い
と
さ
れ
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
企
業

存
続
に
も
か
か
わ
る
難
問
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
︒
で
は
︑
中

小
事
業
者
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
︒
何
事
も
同
じ
だ

が
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
と
い
っ
た
よ

う
に
大
上
段
に
構
え
る
よ
り
︑
少

し
ず
つ
で
も
働
き
甲
斐
の
あ
る
会

社
に
す
る
と
い
う
︑
肩
ひ
じ
張
ら

な
い
姿
勢
の
方
が
よ
い
︒

　

例
え
ば
︑
九
州
地
方
の
保
有
台

数
16
台
の
あ
る
中
小
事
業
者
は
︑

５
年
前
に
企
業
存
亡
の
危
機
に
直

面
し
た
︒
当
時
は
車
両
数
が
６
台

で
︑ド
ラ
イ
バ
ー
も
６
人
だ
っ
た
が
︑

﹁
そ
の
う
ち
の
３
人
が
辞
め
る
と

い
っ
て
き
た
︒
１
人
は
説
得
し
て

思
い
留
ま
ら
せ
た
が
︑
２
人
は
退

職
し
た
﹂︒

　

こ
の
経
営
者
が
会
社

を
引
き
継
い
だ
の
は
８

年
前
︒
創
業
以
来
赤
字

続
き
の
会
社
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
働
い
て

い
た
が
︑
前
経
営
者
の

株
を
引
き
取
っ
た
︒
赤

字
の
理
由
は
明
ら
か
だ

っ
た
︒
特
定
の
同
業
者

か
ら
波
動
性
の
あ
る
仕
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
か

ら
だ
︒
そ
こ
で
ボ
ト
ム
時
に
別

の
下
請
け
仕
事
を
組
み
込
ん
だ

だ
け
で
︑
初
年
度
か
ら
黒
字
に

で
き
た
︒
賃
金
も
少
し
上
げ
︑

わ
ず
か
だ
が
ボ
ー
ナ
ス
も
支
給

す
る
よ
う
に
な

っ
た
︒
そ
の
矢

先
に
ド
ラ
イ
バ

ー
が
辞
め
た
の

で
あ
る
︒

　

理
由
は
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
た

め
に
増
え
た
仕

事
量
に
対
し
︑

そ
れ
に
見
合
う

賃
金
ア
ッ
プ
が

伴
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
︒
そ

こ
で
運
賃
の
安

い
元
請
事
業
者

か
ら
の
仕
事
を

や
め
︑
新
た
な

取
引
先
を
開

拓
︒
同
時
に
︑
新
採
用
の
２
人

も
含
め
﹁
赤
字
を
覚
悟
で
最
低

３
万
円
の
賃
上
げ
を
実
施
し

た
﹂︒
す
る
と
逆
に
﹁
過
去
最

高
の
利
益
に
な
っ
た
﹂︒
そ
の
後

の
５
年
間
で
約
３
倍
の
規
模
に

な
っ
た
︒
同
社
で
は
現
在
︑
週

休
２
日
の
完
全
実
施
に
取
り
組
ん

で
い
る
︒
今
年
１
月
か
ら
は
︑
残

業
代
の
減
少
分
を
２
万
円
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
で
補
填
し
て
い
る
︒

　

首
都
圏
の
中
小
事
業
者
の
あ
る

営
業
所
に
は
︑
所
長
を
含
め
て
16

人
が
所
属
し
て
い
る
︒
所
長
の
他

に
管
理
職
は
１
人
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
14
人
だ
︒
こ
の
営
業
所
で
は

昨
年
６
月
と
今
年
６
月
の
比
較

で
︑
残
業
時
間
を
６
４
０
時
間
減

ら
し
た
︒

　

ま
ず
納
品
先
と
話
し
合
い
︑
朝

の
出
発
時
間
を
平
均
30
分
遅
ら
せ

た
︒
ま
た
︑
配
送
コ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
毎
日
か
ら
隔
日
納
品
へ
の
変

更
を
提
案
し
て
効
率
化
も
実
現
︒

こ
の
荷
主
は
自
社
で
セ
ン
タ
ー
作

業
を
し
て
い
る
が
︑
早
く
帰
社
し

た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
作
業
を
手
伝
う

よ
う
に
し
て
︑
翌
日
配
送
分
の
夕

方
の
積
み
込
み
開
始
時
間
を
早
め

た
︒
残
業
時
間
短
縮
で
残
業
代
も

減
っ
た
︒
し
か
し
︑
金
額
は
書
け

な
い
が
︑
２
㌧
車
（
総
重
量
５
㌧

未
満
）
に
乗
務
す
る
20
歳
代
前
半

の
ド
ラ
イ
バ
ー
５
人
の
賃
金
（
残

業
代
込
み
）
は
︑
他
産
業
と
比
較

し
て
も
引
け
を
取
ら
な
い
︒
理
由

は
独
自
の
運
賃
契
約
に
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
中
小
事
業
者
で

も
﹁
働
き
方
改
革
﹂
は
可
能
だ
︒

第
192
回

中小事業者の「働き方改革」考

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①駐車車両は路上に死角を作りますから、追越し時に
は見えない危険を十分に予測する必要がありますが、
その際の手がかりの一つに路面の影があります。この
場面のように駐車車両の先にもう一つの影があれば、
そこに駐車車両のあることが予測されますから、追越
しをかければ2台を追い越すことになり、それに要す
る距離や時間はかなり長くなります。影に気付くか気
付かないかで判断や運転行動が大きく変わってきま
すから、漫然と運転するのではなく、常に前方の状況
によく目を配り重要なサインを見落とさないようにし
ましょう。
②対向車が乗用車やトラックなどの四輪車では追越し
をしない場合でも、対向車がバイクの場合には左側
に寄って避けるだろうとか速度が遅いから自車が先
に行けるだろうと考えて、追越しをかける車も見かけ
られます。しかし、バイクが左側に寄るとか、速度が遅
いという保証はありません。バイクも四輪車と同じだ
と考えて、接近している時には追越しはしないという
ことを徹底しましょう。
③駐車車両は自転車や歩行者を見えなくさせますが、
「見えないからいない」と考えるのではなく、「見えな
くてもいるかもしれない」と考えることが大切です。特

①駐車トラックの先にも１台の駐車車両があり、追越し
をすると対向バイクと衝突する危険があります（図
１）。
②対向バイクとの衝突を避けるため強引に自車線に戻
ろうとすると、駐車トラックの先の駐車車両と衝突す
る危険があります（図２）。
③駐車車両の先から自転車や歩行者が出てくると、衝
突する危険があります（図３）。

　あなたは前方左側にトラックが駐車して
いる道路を走行しています。追い越していき
たいのですが、この場面にはどのような危険
がありますか。また、危険を避けるためには
どのような運転をすればよいでしょうか。考え
てみましょう。

に歩道に人が立っている時は、歩道を通行し
ていた自転車が急に車道に出てくることがあ
りますから、その点にも十分注意しましょう。

図１

図２

図３

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク　
　
　

   

死
亡
事
故
件
数
12
件
減
少

平
成
29
年
７
月
末

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
﹁
交
通
事
故
統
計
（
平

　

平
成
29
年
﹁
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
が
︑
９
月
21

日
㈭
か
ら
30
日
㈯
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
︒

　

今
年
は
︑﹁
子
供
と
高
齢

者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
﹂︑﹁
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止
﹂︑﹁
全
て
の

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
事
故
の
過
半
数
を
追
突
事

故
が
占
め
︑
か
つ
死
亡
事
故

の
３
割
強
が
交
差
点
で
発
生

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑

﹁
追
突
事
故
の
防
止
﹂
お
よ

び
﹁
交
差
点
事
故
の
防
止
﹂

を
最
重
点
推
進
項
目
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
︒

　

そ
れ
に
伴
い
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
は
全
ト
協

が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
（
写

真
㊧
）
を
折
り
込
み
︑
同
運

動
の
効
果
的
な
実
施
を
目
指

す
︒

　

な
お
︑
同
運
動
で
は
︑
最

終
日
の
９
月
30
日
㈯
を
︑
国

民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全

意
識
向
上
に
よ
っ
て
交
通
事

故
の
発
生
を
抑
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
︑﹁
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂
と

定
め
て
い
る
︒

成
29
年
７
月
末
）﹂
に
よ
る

と
︑
29
年
７
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
は

１
３
９
件
と
︑
前
年
同
期
比

で
12
件
減
少
し
た
︒

　

な
お
︑
７
月
単
月
の
件
数

は
︑
大
型
車
13
件
（
前
年
同

期
比
＋
４
件
）︑
普
通
・
準

中
型
・
中
型
車
７
件
（
同
▲

２
件
）
で
︑ 

昨
年
よ
り
２
件

増
加
し
た
︒

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
﹂
お
よ
び
﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
﹂
を
全
国
運

動
重
点
と
し
て
い
る
︒

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
追
突
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
︑

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
及
び
全
ト
協
で
制
作

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事

故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
﹂
等
を
活

用
し
︑
追
突
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
追
突
事

故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

軽
減
に
有
効
な
﹁
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
﹂
搭
載

車
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

⑵
交
差
点
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
～
交
差
点
事
故
撲
滅
キ

ッ
ト
～
﹂
を
活
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
展
開
す
る
と
と

も
に
︑
横
断
歩
道
手
前
で
の

最
徐
行
又
は
一
時
停
止
の
励

行
と
︑
左
右
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
安
全
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
さ
せ
︑
交
差
点
左
折
時
の

自
転
車
巻
き
込
み
事
故
及
び

右
折
時
の
横
断
歩
行
者
と
の

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
︒

　

ま
た
︑
交
差
点
等
に
お
け

る
左
折
事
故
防
止
対
策
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ

ラ
装
着
車
両
の
普
及
促
進
を

図
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑶ 

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
励
行
さ
せ
る
︒

⑷ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
走
行
す
る
こ
と
を

励
行
さ
せ
る
︒

⑸ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

　

運
転
者
を
含
む
全
て
の
乗

務
員
に
対
し
︑
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
適
正
な
着
用
を
徹
底
さ

せ
る
︒

⑹
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

酒
気
帯
び
運
転
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
徹
底
す
る
た

め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
︑
運
転
者
に
対

す
る
適
切
な
指
導
監
督
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
た
厳

正
な
点
呼
の
実
施
を
徹
底
す

る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
さ
せ
る
︒

⑼
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
集
」
を
活
用
し
た
安
全

意
識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
さ
せ
る
︒

⑽
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底

し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事
故

の
防
止
を
図
る
︒

⑾
過
労
運
転
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
休
憩
又
は
睡

眠
の
た
め
の
時
間
及
び
休
息

の
た
め
の
時
間
が
十
分
確
保

さ
れ
る
よ
う
勤
務
時
間
及
び

乗
務
時
間
を
定
め
る
と
と
も

に
︑
運
行
管
理
者
に
対
し
て

は
運
行
経
路
︑
運
行
時
間
︑

休
憩
地
点
等
を
含
む
適
切
な

運
行
指
示
書
の
作
成
や
運
行

計
画
︑
並
び
に
乗
務
割
の
作

成
を
行
い
︑
点
呼
時
等
に
お

い
て
運
転
者
の
健
康
状
態
の

確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示

し
︑
過
労
運
転
の
防
止
に
努

め
る
︒

⑿
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
の
根

絶

　
﹁
危
険
ド
ラ
ッ
グ
﹂
の
使
用

に
よ
る
運
転
及
び
事
故
の
根

絶
を
図
る
た
め
︑
社
内
安
全

教
育
や
点
呼
時
等
に
お
い
て
︑

﹁
危
険
ド
ラ
ッ
グ
﹂
の
使
用

に
よ
る
運
転
の
悪
質
性
・
危

険
性
を
十
分
に
理
解
さ
せ
︑

﹁
危
険
ド
ラ
ッ
グ
﹂
の
根
絶

を
徹
底
さ
せ
る
︒

平
成
29
年
﹁
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
実
施
計
画

平
成
29
年「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
９
月
21
日
㈭
か
ら

30
日
㈯
ま
で

９
月
30
日
㈯
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

（件）

自転車

歩行者
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自転車
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ch
eck

ch
eck

2

時の死亡事故
右折

右・左折時には歩行者・自転車に注意!右・左折時には歩行者・自転車に注意!左折巻き込み事故ゼロをめざして左折巻き込み事故ゼロをめざして

全日本トラック協会では、「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として
安全運行の確保に積極的に取り組みます。

全体 高速道路

平成2９年

追突死亡事故ゼロをめざして追突死亡事故ゼロをめざして 車間距離・制限速度・健康管理がポイント！車間距離・制限速度・健康管理がポイント！

９割が歩行者

0
2 １0

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター ※四捨五入のため合計は必ずしも100にならない

9月21日    ～30日木 土    まで

死亡事故の

11

0

死亡事故件数
308件

（平成27年）

死亡事故件数
258件

（平成28年）

131件
51％

131件
51％

62件
24％

31件
12％
31件
12％

31件
12％
31件
12％

その他その他

追突追突

44件
17％

自転車
1件

自転車
1件

歩行者
13件

事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成28年）

追突
52.3％

正面衝突 1.3％

人対車両 （その他）
　　2.4％

車両単独 1.2％

車両相互（その他） 
5.9％

右折時衝突 
5.2％

左折時衝突 
6.0％

後退時衝突 
3.7％

横断中 3.8％

進路変更時衝突
 4.5％

追越・追抜時衝突
 4.2％

出会い頭衝突
9.5％

交差点－対自転車

1

秋の全国交通安全運動

自転車
19件

0

5

10

15

20

（歳）19～591～18

3

9 10

1
3

0

対自転車
19 件が

対歩行者
 7 件中

60～98

歩行者
5件

歩行者
7件

※死亡事故件数は事業用貨物自動車を第1当事者とするもの（軽を除く）

8 は大型車

の普及を促進
車両総重量8トン未満 の事業用トラックを対象とした全ト協助成事業を実施中

衝突被害軽減ブレーキ搭載車

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上 の事業用トラックを対象とした全ト協助成事業を実施中

装着車の普及を促進車載カメラ (　　　　　　　   )

追突
69.7％

追突
69.7％進路変更時衝突

１２.７％

追越・追抜時衝突
４.６％

車両相互（その他）
6.7％

後退時衝突
1.1％

左折時衝突
0.3％

駐車車両
1.4％

工作物衝突
(防護柵等)
1.２％

工作物衝突
(分離帯)
0.5％  0.9％

人対車両(その他) 0.7％

横断中 0.3％

車両単独（その他)

時の死亡事故
7割が自転車左折

事故件数
14,600件
（平成28年）

事故件数
14,600件
（平成28年）

車両相互 92.6％ 車両相互 95.1％

車両単独 1.2％車両単独 1.2％ 車両単独 4.0％車両単独 4.0％ 人対車両 0.9％人対車両 0.9％

事故件数
1,383件
（平成28年）

事故件数
1,383件
（平成28年）

21件
8％

21件
8％

33
交差点交差点

割は割は

人対車両 6.2％人対車両 6.2％

交差点－対その他

すべて大型車 3 件大型車

割

交差点－対歩行者

停車中の車両への
  追突が56%
停車中の車両への
  追突が56%

今
号
に
は
、﹁
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
ポ
ス
タ
ー
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

▽
９
月
11
日

・
第
１
０
９
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
９
月
12
日

・
第
41
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

▽
９
月
14
日

・
第
41
回
物
流
政
策
委
員
会

・
第
65
回
百
貨
店
部
会

▽
９
月
20
日

・
第
46
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
９
月
21
日

・
第
８
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員

会
▽
９
月
26
日

・
第
43
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送

部
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

施
設
の
営
業
時
間
を
変

更
、
食
堂
は
一
時
休
業

徳
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

徳
島
Ｔ
Ｓ
は
︑
休
憩
室
・
コ

イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
の
営
業
時
間
を
９
時
～
17

時
に
変
更
す
る
︒

　

ま
た
︑
８
月
10
日
㈭
か
ら
食

堂
の
営
業
を
休
止
し
て
い
る
︒

全ト協 中央近代化基金
「激甚災害融資」の公募を実施

　全日本トラック協会では、中央近代化基金「激甚災害融資」の申込受付を
平成29年９月１日から開始する。
 　「平成29年６月７日から７月27日までの間の豪雨及び暴風雨」が激甚災害に
指定されたことを受け、被害を受けたトラック運送事業者の経営安定確保に資す
るため、今般の災害を当協会「近代化基金運営要領」に規定する激甚災害と
認定し、融資推薦事業を実施する。
　申込に必要な書類や融資条件の詳細等については、全ト協ホームページに掲
載の公募要綱を参照のこと。

「激甚災害融資」公募要綱（抜粋）
※公募推薦総枠　3 億円
※公募期間　平成29年9月1日㈮から平成29年9月29日㈮まで
※推薦対象者
　上記激甚災害に指定された豪雨及び暴風雨により、下記⑴又は⑵のい
ずれかに該当する貨物自動車運送事業者、その共同体及びその持株会社

（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）であって、
都道府県トラック協会に加入し、商工中金（代理店を含む）との取引資
格がある者（予定を含む）

⑴�上記激甚災害により、事務所もしくは主要な事業用資産について、
全壊、半壊、その他これらに準ずる被害を受けた者

⑵�上記激甚災害により、今後２か月の運送収入又は輸送トン数が、前
年同期と比べ 20％以上の減少が見込まれる者

※推薦対象資金
　激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再建又
は正常な操業維持に必要な設備資金及び運転資金
※融資限度　　3 千万円
※利子補給率　年 0.3％
※都道府県トラック協会から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
　平成29年10月6日㈮
※推薦適否決定通知予定日
　平成29年10月20日㈮
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
﹁
も
し
こ
ん

な
コ
イ
ン
が
存

在
し
た
ら
︑
ど

ん
な
世
の
中
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
？
﹂
と
期
待
し
て
い
る
プ

ラ
ン
が
あ
り
ま
す
︒

　

ク
ル
マ
で
道
路
を
走
行
し
て
い
る
時
︑
お

店
の
店
頭
に
﹁
タ
イ
ヤ
空
気
圧
無
料
点
検
実

施
中
！　

景
品
も
付
い
て
い
ま
す
！
﹂
と
書

か
れ
た
旗
の
ぼ
り
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
︒
そ
の
お
店
に
立
ち
寄
れ
ば
︑

無
料
で
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
調
整
し
︑
空
気

が
少
な
け
れ
ば
︑
運
転
席
の
ド
ア
表
示
に
記

載
さ
れ
た
適
正
空
気
圧
ま
で
補
充
し
て
く
れ

ま
す
︒
さ
ら
に
︑
タ
イ
ヤ
側
面
の
傷
や
偏
摩

耗
の
状
態
︑空
気
注
入
口
の
﹁
ゴ
ム
バ
ル
ブ
﹂

着
本
数
も
多
く
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
も
乗
用
車

の
３
～
４
倍
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
︑﹁
と

っ
て
も
手
間
が
掛
か
る
か
ら
︑
無
料
な
ん
か
で

お
願
い
で
き
る
作
業
で
は
な
い
﹂
と
考
え
る
人

が
大
半
な
よ
う
で
︑
空
気
圧
点
検
の
た
め
だ
け

に
︑お
店
に
飛
び
込
む
人
は
皆
無
に
等
し
い
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検
は
︑
乗
用
車
で
約
２

分
程
度
︑
タ
イ
ヤ
６
本
装
着
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク

は
５
分
以
内
︑
タ
イ
ヤ
10
本
装
着
の
大
型
ト
ラ

ッ
ク
で
も
10
分
も
か
か
り
ま
せ
ん
︒
１
回
の
空

気
圧
調
整
を
す
る
だ
け
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
車
両
の

燃
費
が
一
気
に
20
％
以
上
向
上
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
︑
仮
に
１
か
月
で
使
用
す
る
燃
料
代
が
10

万
円
だ
と
す
れ
ば
︑
そ
の
た
っ
た
一
度
の
空
気

圧
調
整
で
︑
新
品
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
を
毎
月

１
本
買
え
て
し
ま
う
ほ
ど
絶
大
な
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
︒

　

本
当
は
気
軽
に
で
き
る
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点

検
︒
そ
こ
で
︑
ク
ル
マ
の
ユ
ー
ザ
ー
が
い
ろ
い
ろ

に
亀
裂
が
あ
る
か
ど
う
か
ま
で
チ
ェッ
ク
し
ま
す
︒

　

ク
ル
マ
の
中
で
唯
一
地
面
と
接
す
る
場
所
が

タ
イ
ヤ
で
す
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
状
態
が
良
好
で

あ
れ
ば
︑そ
れ
が
安
全
な
走
行
に
直
結
し
ま
す
︒

そ
こ
ま
で
タ
イ
ヤ
の
ケ
ア
を
し
っ
か
り
と
施
し
て

く
れ
て
︑
お
ま
け
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の

景
品
ま
で
付
く
と
な
れ
ば
︑
無
料
点
検
を
利
用

し
な
い
手
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
そ
う
し
た
安
全
意
識
を
も

っ
て
も
ら
う
目
的
で
タ
イ
ヤ
点
検
者
が
旗
の
ぼ

り
を
出
し
た
と
し
て
も
︑ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
﹁
も

し
タ
イ
ヤ
に
少
し
で
も
異
常
が
あ
っ
た
ら
︑
全

部
新
品
の
タ
イ
ヤ
に
交
換
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
﹂
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
た
め
︑
利
用
す

る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
実
で
す
︒

　

特
に
ト
ラ
ッ
ク
車
両
の
場
合
︑
タ
イ
ヤ
の
装

と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
﹁
無
料
点
検
﹂
と
い
う
方

法
を
や
め
︑
そ
の
代
替
案
と
し
て
﹃
タ
イ
ヤ
ケ

ア
・
コ
イ
ン
﹄
と
い
う
も
の
を
製
造
し
︑
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
点
検
や
位
置
交
換
と
い
っ
た
作
業

に
対
し
︑
そ
の
コ
イ
ン
で
作
業
の
対
価
を
支
払
っ

て
い
く
仕
組
み
を
導
入
す
る
の
は
ど
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
コ
イ
ン
を
一
番
流
通
さ
せ
た
い
ジ
ャ
ン
ル

は
︑ト
ラ
ッ
ク
車
両
で
す
︒

例
え
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
調
整
の
上
限
値
で
コ
イ

ン
の
枚
数
を
決
め
ま
す
︒

タ
イ
ヤ
の
指
定
空
気
圧
が

７
０
０
kPa
未
満
の
ト
ラ
ッ

ク
は
︿
１
コ
イ
ン
﹀︑
積

載
量
４
㌧
超
の
ト
ラ
ッ
ク

に
使
用
さ
れ
る
空
気
圧

は
８
０
０
～
９
０
０
kPa
で

す
か
ら
︑︿
２
コ
イ
ン
﹀

と
い
う
よ
う
に
す
れ
ば
︑
空
気
圧
点
検
は
も
っ

と
身
近
な
点
検
に
な
る
は
ず
で
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
そ
の
︿
１
コ
イ
ン
﹀
の
金
額
を

い
く
ら
に
設
定
す
れ
ば
よ
い
か
︒︿
１
コ
イ
ン
﹀

で
す
か
ら
︑
５
０
０
円
玉
１
個
が
妥
当
で
し
ょ
う

か
︒
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
︿
２
コ
イ
ン
﹀
で
１
０
０

０
円
分
︒
一
度
の
空
気
圧
調
整
で
万
単
位
の
効

果
が
期
待
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
︑
こ
れ
ほ
ど

ロ
ー
コ
ス
ト
で
ハ
イ
リ
タ

ー
ン
な
仕
組
み
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
し
か
も
︑
こ
の

タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
コ
イ
ン

は
︑
安
全
な
だ
け
で
な

く
環
境
に
も
貢
献
で
き

る
︑
夢
の
硬
貨
で
す
︒

　

ど
う
で
し
ょ
う
︒
こ
う

い
う
コ
イ
ン
を
使
っ
て
み

た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
︒

第
76
回 

「
タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
コ
イ
ン
」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～大地震発生時の措置等～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�車を運転中に緊急地震速報の発表を知ったときは、非常点滅表示灯を
つけるなどして周囲の車に注意を促した後、緩やかに速度を落とす。
（ ○・× ）

❷	�車を運転中に大地震が発生したときは、急ハンドル、急ブレーキを避
けるなど、できるだけ安全な方法により道路の右側に停止させる。　
（ ○・× ）

❸	�車を運転中に大地震が発生し、車を置いて避難するときは、できるだ
け道路外の場所に移動しておく。（ ○・× ）

❹	�車を運転中に大地震が発生し、やむを得ず道路上に車を置いて避難す
るときは、エンジンキーは付けたままとするか運転席などの車内の分
かりやすい場所に置き、窓は開け、ドアはロックしない。（ ○・× ）

❺	�津波から避難するためやむを得ない場合を除き、避難のために車を使
用しない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
10

日
︑
平
成
28
年
度
﹁
過
労
死

等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た

め
の
労
働
・
社
会
面
の
調
査

研
究
事
業
報
告
書
﹂
を
公
表

し
た
︒

　

調
査
は
27
年
度
よ
り
厚
労

省
が
実
施
し
て
い
る
も
の
︒

今
回
は
︑
過
労
死
等
が
多
く

発
生
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
る﹁
自
動
車
運
転
従
事
者
﹂

（
運
送
業
）
等
を
対
象
に
︑

過
重
労
働
や
そ
の
背
景
等
の

実
態
を
企
業
・
労
働
者
の
両

面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た

め
︑ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
自
動
車

運
転
従
事
者
（
ト
ラ
ッ
ク
）

で
は
︑
企
業
調
査
・
労
働
者

調
査
と
も
に
︑
所
定
外
労
働

が
発
生
す
る
主
な
理
由
と
し

て
﹁
取
引
先
の
都
合
で
手
待

ち
時
間
が
発
生
す
る
た
め
﹂

﹁
仕
事
の
特
性
上
︑
所
定
外

で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が

あ
る
た
め
﹂
が
多
か
っ
た
︒

ま
た
︑
労
働
者
調
査
に
お
い

て
︑
業
務
関
連
の
ス
ト
レ
ス

や
悩
み
の
内
容
を
み
る
と
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
﹂
で
は

﹁
仕
事
で
の
精
神
的
な
緊
張

・
ス
ト
レ
ス
﹂
が
最
も
多
か

っ
た
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
今
回

の
調
査
結
果
を
︑
今
後
取
り

ま
と
め
ら
れ
る
﹁
平
成
28
年

度　

我
が
国
に
お
け
る
過
労

死
等
の
概
要
及
び
政
府
が
過

労
死
等
の
防
止
の
た
め
に
講

じ
た
施
策
の
状
況
﹂
に
反
映

さ
せ
て
い
く
予
定
︒

 

運
輸
業
等
の
入
職
者
減
少

雇
用
動
向
調
査
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
23

日
︑
平
成
28
年
の
雇
用
動
向

調
査
の
結
果
を
ま
と
め
︑
発

表
し
た
︒
全
国
主
要
産
業
の

入
職
者
数
・
離
職
者
数
な
ど

を
調
査
し
た
も
の
で
︑
28
年

の
常
用
労
働
者
数
に
対
す
る

入
職
率
は
前
年
比
０
・
５
ポ

イ
ン
ト
低
下
の
15
・
８
％
と

な
り
︑
離
職
率
は
横
ば
い
の

15
・
０
％
で
︑
４
年
連
続
の

入
職
超
過
と
な
っ
た
︒

　

産
業
別
に
み
る
と
︑
入
職

者
数
︑
離
職
者
数
と
も
に
宿

泊
業
︑
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
が

最
も
多
く
︑
前
年
と
比
べ
︑

入
職
者
数
は
学
術
研
究
︑
専

門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
が
最

も
増
加
幅
が
大
き
く
︑
運
輸

業
︑
郵
便
業
が
最
も
減
少
幅

が
大
き
か
っ
た
︒

　

入
職
率
︑
離
職
率
を
み
る

と
︑
い
ず
れ
も
宿
泊
業
︑
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
が
最
も
高
く

（
入
職
率
32
・
０
％
︑
離
職

率
30
・
０
％
）︑
運
輸
業
︑

郵
便
業
の
入
職
率
は
12
・
２

％
︑
離
職
率
は
12
・
３
％
だ

っ
た
︒

 

平
成
29
年
度
﹁
全
国
労
働

衛
生
週
間
﹂
を
実
施

10
月
１
日
〜
７
日

　

厚
生
労
働
省
は
︑﹁
働
き

方
改
革
で
見
直
そ
う　

み
ん

な
が
輝
く　

健
康
職
場
﹂
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
︑平
成
29
年
度

﹁
全
国
労
働
衛
生
週
間
﹂
を

10
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
ま

で
実
施
す
る
︒

　

同
週
間
は
︑
労
働
者
の
健

康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
︑
職
場
で
の
自
主
的
な

活
動
を
促
し
て
︑
労
働
者
の

健
康
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
本
週
間
︑
９
月
１
日

か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間

と
し
︑
各
職
場
で
職
場
巡
視

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
示
︑
労
働

衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・
見

学
会
の
開
催
な
ど
︑
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
︒

 

６
割
で
改
善
基
準
違
反

自
動
車
運
転
者
使
用
の
事
業
場

　

厚
生
労
働
省
が
８
月
９
日

に
発
表
し
た
︑
自
動
車
運
転

者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
対

す
る
平
成
28
年
の
監
督
指

導
︑
送
検
等
の
状
況
に
よ
る

と
︑
ト
ラ
ッ
ク
︑
バ
ス
︑
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
の
３
業

種
合
わ
せ
て
計
４
３
８
１
事

業
場
に
監
督
を
行
っ
た
と
こ

ろ
︑
82
・
９
％
に
あ
た
る
３

６
３
２
事
業
場
で
何
ら
か
の

労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が

認
め
ら
れ
た
︒

　

業
種
別
の
違
反
率
を
見
る

と
︑
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

が
86
・
７
％
と
最
も
高
く
︑

次
い
で
ト
ラ
ッ
ク
の
83
・
３

％
︑
バ
ス
が
79
・
３
％
だ
っ

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
違
反
率
は

27
年
の
85
・
９
％
と
比
べ
２

・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
の
主
な
違
反
内
容

は
︑
労
働
時
間
が
59
・
３
％

を
占
め
た
︒

　

一
方
︑
運
転
者
の
労
働
時

間
等
を
定
め
た
改
善
基
準
告

示
違
反
は
︑
３
業
種
合
計
４

３
８
１
の
監
督
実
施
事
業
場

の
う
ち
︑
61
・
６
％
に
あ
た

る
２
６
９
９
事
業
場
で
認
め

ら
れ
た
︒

　

業
種
別
の
違
反
率
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
67
・
２
％
で
最
も

高
く
︑
27
年
の
69
・
９
％
よ

り
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
主
な
違
反

事
項
を
み
る
と
︑
最
大
拘
束

時
間
が
51
・
１
％
を
占
め
︑

最
も
多
か
っ
た
︒

　

労
働
基
準
関
係
法
令
違
反

に
よ
り
送
検
さ
れ
た
件
数

は
︑
３
業
種
合
わ
せ
て
前
年

比
８
件
増
の
68
件
︒
ト
ラ
ッ

ク
は
２
件
増
の
54
件
だ
っ
た
︒

　

地
方
運
輸
局
な
ど
と
の
相

互
通
報
で
︑
28
年
に
労
働
基

準
監
督
機
関
が
通
報
し
た
件

数
は
８
６
７
件（
46
件
増
）で
︑

通
報
を
受
け
た
件
数
は
３
５

１
件
（
25
件
減
）
だ
っ
た
︒

ー
シ
ョ
ン
で
は
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
早
期
導
入
お

よ
び
幹
線
物
流
で
の
普
及
を

促
進
す
る
と
と
も
に
︑
隊
列

走
行
の
実
現
に
向
け
︑
実
験

デ
ー
タ
の
活
用
を
図
る
べ
き

だ
と
し
て
い
る
︒

　

２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

度
の
新
東
名
高
速
道
路
で
の

隊
列
走
行
実
現
︑
２
０
２
２

（
34
）
年
度
以
降
の
事
業
化

に
向
け
て
︑
イ
ン
フ
ラ
面
で

の
事
業
環
境
整
備
に
つ
い
て
︑

官
民
の
役
割
分
担
を
含
め
て

検
討
を
進
め
る
べ
き
と
し
︑

特
殊
車
両
通
行
許
可
基
準
の

見
直
し
や
自
動
審
査
シ
ス
テ

ム
強
化
に
よ
り
審
査
を
迅
速

化
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
︒

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
︑

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）

を
活
用
し
た
中
継
輸
送
や
ト

レ
ー
ラ
の
分
離
・
連
結
︑
物

流
施
設
の
直
結
な
ど
幹
線
物

流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
の
機
能
を
強
化
す
べ
き
だ

と
し
て
い
る
︒

 

﹁
低
公
害
車
普
及
促
進
対

策
費
補
助
金
﹂
交
付
予
定

枠
申
請
受
付
開
始

申
請
期
間
９
月
１
日
〜
29
日

　

国
土
交
通
省
は
︑
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｎ
Ｇ

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
に
係
る﹁
低

公
害
車
普
及
促
進
対
策
費
補

助
金
﹂
に
つ
い
て
︑
９
月
１

日
㈮
か
ら
９
月
29
日
㈮
ま
で

交
付
予
定
枠
の
申
請
を
受
け

付
け
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ト
ラ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ

ク
の
導
入
費
用
の
一
部
（
補

助
対
象
車
両
の
価
格
と
通
常

車
両
価
格
の
差
額
の
３
分
の

１
）
を
補
助
す
る
も
の
で
︑

交
付
予
定
枠
の
申
請
を
行

い
︑
内
定
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
︒

　

な
お
︑
最
大
積
載
量
２
㌧

か
つ
車
両
総
重
量
４
㌧
以
下

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク

と
︑
最
大
積
載
量
５
㌧
か
つ

車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
改

造
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
補
助
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
︒

　

交
付
要
綱
等
の
詳
細
は
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
︒
お
問
い
合
わ
せ
は
国
交

省
貨
物
課
（
☎
03
・
５
２
５

３
・
８
１
１
１
︑
内
線
41
・

３
２
２
）
ま
で
︒

 

９
月
、
10
月
は

﹁
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
﹂
強
化
月
間

不
正
改
造
防
止
、点
検
整
備

実
施
の
徹
底
図
る

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

１
年
を
通
じ
て
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
お
け
る
点
検
整

備
推
進
運
動
﹂
を
実
施
し
て

い
る
が
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
︑
９
月
１
日
㈮
か
ら

10
月
31
日
㈫
ま
で
の
２
か
月

間
を
﹁
自
動
車
点
検
整
備
推

進
運
動
強
化
月
間
﹂
と
し
︑

不
正
改
造
の
防
止
や
確
実
な

点
検
整
備
実
施
の
徹
底
を
図

る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
自
動
車
に
関
す
る
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
の
啓
発
（
表
に
重

点
点
検
項
目
）
②
黒
煙
濃
度

に
影
響
を
及
ぼ
す
部
品
等
の

自
主
点
検
・
整
備
の
実
施
に

関
す
る
啓
発
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
黒

煙
除
去
フ
ィ
ル
タ
）
等
の
後

処
理
装
置
付
き
車
の
正
し
い

使
用
方
法
に
関
す
る
啓
発
︱

︱
の
３
つ
を
重
点
実
施
項
目

に
掲
げ
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
協
力
の
下
︑
全

国
的
に
運
動
を
展
開
す
る
︒

　

な
お
︑
車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を

50
台
以
上
保
有
す
る
事
業
者

に
お
い
て
は
︑
重
点
点
検
期

間
中
（
９
～
11
月
）
に
定
期

点
検
を
行
う
大
型
自
動
車
に

つ
い
て
︑
別
途
﹁
重
点
点
検

項
目
﹂
の
点
検
結
果
を
各
運

輸
支
局
等
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
︒

 ﹁
道
の
駅
﹂で
の
自
動
運
転

栃
木
県
で
実
証
実
験
開
始

　

国
土
交
通
省
は
９
月
２
日

か
ら
９
日
ま
で
の
期
間
で
︑

栃
木
県
栃
木
市
の
道
の
駅

﹁
に
し
か
た
﹂
で
自
動
運
転

の
実
証
実
験
を
実
施
す
る
︒

　

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
（
分
科
会
長
・
石

田
東
生
筑
波
大
学
特
命
教

授
）
は
８
月
22
日
︑
今
後
目

指
す
べ
き
道
路
政
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
建
議
を
ま
と

め
︑
国
土
交
通
省
に
提
出
し

た
︒

　

建
議
で
は
︑
人
口
減
少
下

で
の
労
働
生
産
性
の
向
上
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
行
す

る
物
流
の
効
率
化
な
ど
の
諸

課
題
を
解
決
す
る
た
め
︑
Ｉ

ｏ
Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ａ

Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用

す
べ
き
と
提
言
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
イ
ノ
ベ

　

こ
れ
は
︑
中
山
間
地
域
の

﹁
道
の
駅
﹂
を
拠
点
と
し
た

全
国
で
初
め
て
の
実
証
実
験

で
︑
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

山
間
地
域
で
の
人
流
・
物
流

の
確
保
に
向
け
︑
２
０
２
０

（
平
成
32
）
年
ま
で
の
社
会

実
装
を
目
指
す
︒

　

実
証
実
験
は
︑
バ
ス
タ
イ

プ
や
乗
用
車
タ
イ
プ
の
車
両

を
使
用
し
︑
宅
配
便
や
農
産

物
の
集
出
荷
と
買
物
・
病
院

な
ど
﹁
生
活
の
足
﹂
の
確
保

を
貨
客
混
載
に
よ
り
実
現
す

る
︒
観
光
が
加
わ
れ
ば
地
域

の
活
性
化
も
期
待
で
き
る
︒

 

誘
導
車
配
置
条
件
車
両

誘
導
時
も
基
準
緩
和

認
定
申
請
が
可
能
に

通
達
の
改
正
・
施
行
に
伴
い

　

国
土
交
通
省
は
８
月
４

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑﹁﹃
基
準
緩
和
自
動

車
の
認
定
要
領
に
つ
い
て（
依

命
通
達
）﹄
の
一
部
改
正
に
つ

　

同
省
で
は
今
年
度
︑
全
国

13
か
所
の
道
の
駅
で
順
次
︑

実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
︒

い
て
﹂
の
施
行
に
伴
い
︑
誘

導
車
に
緑
色
点
滅
灯
火
を
備

え
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
に

つ
い
て
︑
従
前
の
取
り
扱
い

に
加
え
︑
道
路
通
行
許
可
に

お
い
て
誘
導
車
の
配
置
が
条

件
と
し
て
付
さ
れ
た
車
両
を

誘
導
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
︑

基
準
緩
和
認
定
申
請
を
行
う

こ
と
を
可
能
と
す
る
旨
の
通

達
を
発
出
し
た
︒

　

同
通
達
は
︑
今
年
（
平
成

29
年
）
７
月
３
日
に
基
準
緩

和
自
動
車
の
認
定
要
領
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑

基
準
緩
和
自
動
車
の
適
正
使

用
を
徹
底
す
る
た
め
に
関
係

通
達
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
︒
特
大
車
両
の
先
導
な
ど
︑

誘
導
作
業
を
担
う
誘
導
車
に

緑
色
点
滅
灯
火
を
備
え
る
基

準
緩
和
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ

ま
で
は
︑
申
請
で
誘
導
さ
れ

る
車
両
が
﹁
幅
３
㍍
以
上
の

ト
レ
ー
ラ
ま
た
は
連
結
時
全

長
が
16
・
５
㍍
を
超
え
る
ト

レ
ー
ラ
等
で
あ
る
こ
と
﹂
を

確
認
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
︒

今
後
は
︑
車
両
制
限
令
に
基

づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可
の

条
件
と
し
て
︑
誘
導
車
の
配

置
を
求
め
ら
れ
て
い
る
車
両

を
誘
導
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
車
両
に
つ
い
て
も
︑
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
全
ト
協
は

８
月
15
日
に
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
へ
文
書
を
発
出

す
る
と
と
も
に
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
内
容
を

掲
載
し
︑
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
る
︒

 

第
12
回
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
︑

10
月
24
日
に
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
﹁
第
12
回
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
に
は
有
益
な
情
報
（
復
習

を
含
め
た
継
続
的
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）
を
︑
こ
れ
か
ら
取

り
組
も
う
と
す
る
事
業
者
に

は
気
付
き
（
ヒ
ン
ト
）
を
提

供
し
︑
安
全
文
化
の
構
築
と

定
着
を
図
る
こ
と
に
よ
り
︑

利
用
者
に
と
っ
て
安
心
で
安

全
な
運
輸
事
業
を
提
供
す
る

た
め
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
会
場
内
で
は
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
ツ
ー
ル
の

展
示
・
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ

る
︒

　

な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

員
事
業
者
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
参
加
を
申
し
込
む
際
に
︑

﹁
秘
密
の
合
言
葉
（
ナ
ス

バ
）﹂
を
入
力
す
る
と
︑
１
・

２
階
席
の
参
加
料
（
１
人
３

０
０
０
円
）
が
３
０
０
円
引

き
と
な
る
︒

　

参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
細

は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

公
開
ス
ク
ー
リ
ン
グ
実
施

飲
酒
運
転
防
止
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｓ
Ｋ
（
ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
問

題
全
国
市
民
協
会
）
で
は
︑

﹁
飲
酒
運
転
防
止
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
﹂
を
開

講
し
て
い
る
︒

　

同
講
座
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
広

め
︑
飲
酒
運
転
に
繋
が
る
飲

酒
習
慣
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
︑
飲
酒
運
転
を
根
絶
す

る
た
め
の
担
い
手
を
養
成
す

る
も
の
で
︑
９
月
中
旬
か
ら

12
月
初
旬
に
か
け
て
︑
講
座

を
無
料
で
一
般
公
開
す
る﹁
公

開
ス
ク
ー
リ
ン
グ
﹂
を
全
国

10
か
所
の
会
場
で
実
施
す
る

（
表
）︒

　

実
施
会
場
や
日
程
な
ど
の

詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
は
Ａ

Ｓ
Ｋ
（
☎
03
・
３
２
４
９
・

２
５
５
１
）
ま
た
は
Ａ
Ｓ
Ｋ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
︒

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
は
︑
経
済
産
業
省
か

ら
の
補
助
事
業
で
あ
る
﹁
ト

ラ
ッ
ク
・
船
舶
等
の
運
輸
部

門
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
事
業
費
補
助
金
（
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ
化
推
進

事
業
）﹂
に
つ
い
て
︑
２
次
公

募
を
行
う
︒

　

同
事
業
は
︑
平
成
29
年
度

﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
船
舶
等
の
運

輸
部
門
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
事
業
費
補
助
金

（
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ

化
推
進
事
業
及
び
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
等
の
点
検
整
備
の
高

度
化
に
よ
る
省
エ
ネ
推
進
事

業
）﹂
の
う
ち
︑
荷
主
と
の

連
携
を
要
件
に
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
﹁
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
﹂の
導
入
を
支
援
し
︑

当
該
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷

主
と
の
共
同
に
よ
る
輸
送
の

効
率
化
を
実
証
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

（
公
募
予
算
額
約
18
億
円
）︒

補
助
率
は
︑
ク
ラ
ウ
ド
型
車

載
器
＝
２
分
の
１
以
内
︑
メ

モ
リ
ー
カ
ー
ド
型
車
載
器
＝

３
分
の
１
以
内
︒
な
お
︑
導

入
後
は
︑
同
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
荷
主
と
の
連
携
に
よ

る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
︑
執
行
団
体
で
あ
る
同

社
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
９
月
25

日
㈪
～
10
月
10
日
㈫
（
消
印

有
効
）︒
な
お
︑
公
募
期
間

内
で
あ
っ
て
も
補
助
金
申
請

の
合
計
額
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
に
は
︑
予
算
額
に
達

し
た
日
の
前
日
を
も
っ
て
公

募
が
終
了
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

表 重点点検項目（①関係）
点検時期

点検箇所
3 か月点検 12 か月点検

走行装置 ホイール
タイヤの状態 同左

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの緩み

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置 ホースおよび
パイプ

漏れ、損傷および
取付状態 同左

表 「公開スクーリング」実施会場
日程 開催地 会場

9/13 ㈬ 福島県福島市 コラッセふくしま

9/28 ㈭ 静岡県静岡市 CSA 貸会議室

10/11 ㈬ 広島県広島市 アステールプラザ広島

10/17 ㈫ 大阪府大阪市 エル・おおさか

10/19 ㈭ 兵庫県神戸市 三宮コンベンションセンター

10/25 ㈬ 愛知県名古屋市 愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）

10/31 ㈫ 北海道札幌市 北農健保会館

11/15 ㈬ 福岡県福岡市 福岡交通センター
博多バスターミナル

11/22 ㈬ 東京都新宿区 東京都トラック会館

12/6 ㈬ 沖縄県那覇市 沖縄県警察本部

（全国 10 か所、開催時間 10：00 ～ 12：30 頃）

運輸産業における
更なる安全性向上の課題

関西大学社会安全学部教授

安部 誠治 氏

『安全・安心』への果てしなき道

2017年10月24日
11:45［受付開始］～17:10

●11:45～　開　　場

●13:00～　開会･主催者挨拶･来賓挨拶

●13:15～　基調講演

●13:55～　休　　憩

●14:10～　特別講演

●15:10～　休　　憩

●15:35～　取組事例報告(バス)

●16:05～　取組事例報告(ハイヤー・タクシー)

●16:35～　取組事例報告(トラック)

●17:10　　閉　　会

14:10～ 特別講演 16:05～ 取組事例報告(ハイヤー･タクシー)

東京国際フォーラム･ホールC

※協賛団体割引がございます。

主催

後援

　毎年、自動車運送事業者の皆様をはじめ、多くの皆様にご参加いただいております「NASVA安全マネジメントセミナー」も、

第12回を迎えました。

　今回のセミナーでは、運輸安全マネジメントにすでに取り組まれている事業者の皆様には有益な情報(復習を含めた継

続的なレベルアップ)を、これから取り組もうとする事業者の皆様には気付き(ヒント)を提供し、安全文化の構築と定着

を図ることにより、利用者にとって安心で安全な運輸事業を提供するための機会としていただきたいと考えております。

運輸事業の最大の使命は

安全の確保です。関係者

の地道な努力によって、

これまで日本の運輸産業

は安全性を向上させてき

ました。本講演では、更

なる安全性の向上のため

の課題についてご講演い

ただきます。

安全運行のための健康管理

横浜市交通局（神奈川県）
総務部人事課（保健師）

青谷 奈美 氏

15:35～ 取組事例報告(バス)

横浜市交通局における健康

起因による事故防止を目的

とした、運転者の健康管理

と職員全体の健康づくりの

取組事例をご紹介いただき

ます。

安全は、組織と社員が
つくりだす文化です

日生流通運輸倉庫株式会社（埼玉県）
安全管理センター長

（市営交通イメージキャラクター）

樋口 弘之 氏

16:35～ 取組事例報告(トラック)

「絶対的な安全は世の中に
はない」、安全とは「運転
者の技能・技術」だけでな
く、組織と社員がつくりだ
す文化との認識のもと、安
全文化の構築に尽力されて
います。日常の具体例からリスクコミュニケー
ションによる安全づくりの大切さを伝えていた
だきます。

帝都グループでは、社長自

らが先頭に立って安全・安

心に対する強い思いを実現

するため、独自の取り組み

を進めています。帝都グル

ープの安全・安心に対する具体的な取り組みに

ついてご紹介いただきます。

「運輸安全マネジメント制度の
今後のあり方」について
～これまでの10年を踏まえた運輸安全
マネジメントのスパイラルアップに向けて～

～タイヤ以外、何に触れても事故である。～

～リスクコミュニケーションで安全文化へ～

～運行管理者ができること～

国土交通省大臣官房運輸安全監理官

三上 誠順 氏

13:15～ 基調講演

事業用自動車の
安全対策について

国土交通省自動車局安全政策課長

吉永 隆博 氏

13:35～ 基調講演

平成29年7月に改訂を行った
「安全管理規程に係る報告
徴収又は立入検査の実施に
係る基本的な方針」及び
「運輸事業者における安全
管理の進め方に関するガイ
ドライン」について、改訂
の背景と趣旨、主な改正事
項について解説をしていた
だきます。

平成29年6月に策定した「事

業用自動車総合安全プラン

2020」をはじめ、事業用自

動車の安全対策についてご

説明いただきます。

帝都自動車交通株式会社（東京都）
代表取締役社長

ミニ･生命(いのち)のメッセージ展
を開催します。

安全マネジメント支援ツール
の展示･紹介を行います。

独立行政法人 自動車事故対策機構

国土交通省

協賛 公益社団法人 日本バス協会

公益社団法人 全日本トラック協会

一般社団法人 全国ハイヤー･タクシー連合会

交通事故等により､理不尽に生命を奪
われた犠牲者の顔写真付き等身大パネ
ルと彼らの遺品の靴を展示します。
被害者･遺族の人権を訴えると共に､
「生命の重み」を伝えます。

安全な運行を支援するデジタル式運行
記録計､映像記録型ドライブレコーダ
ー､アルコール検知器､SAS(睡眠時無呼
吸症候群)スクリーニング検査機器等
の展示･紹介を行います。

開催日

会場

1名様　1階･2階席　3,000円

　　  　3階席      　2,000円

参加料

火

プ
ロ
グ
ラ
ム

第12回 NASVA

安全マネジメントセミナー
第12回 NASVA

安全マネジメントセミナー

NASVA
SAFETY
MANAGEMENT
SEMINAR

経 産 省

隊
列
走
行
は
イ
ン
フ
ラ
検
討
を

社
整
審
道
路
分
科
会
が
建
議

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム　
　

　
導
入
補
助
２
次
公
募
を
実
施

予
算
額
約
18
億
円

「
取
引
先
都
合
の
手
待
ち
時
間
」に　

　
　
　
　
よ
り
所
定
外
労
働
が
発
生

過
労
死
等
調
査
研
究
事
業
報
告
書
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定
着
傾
向
別
に
ク
ロ
ス
集
計

◎
定
着
状
況

約
４
割
で
定
着

　

回
答
事
業
者
の
約
４
割
が
︑

﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
は
定
着

傾
向
に
あ
る
﹂
と
回
答
し
て

い
る
が
︑﹁
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
﹂
と
す
る
回
答
も
同
等

程
度
あ
っ
た
（
図
１
）︒

　

ま
た
︑
雇
用
状
態
別
に
定

着
状
況
を
調
査
す
る
と
︑
現

在
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
を
雇
用

し
て
い
る
回
答
者
で
は
︑
７

荷
主
等
と
の
連
携
が
必
要

　

雇
用
状
況
別
に
経
営
者
と

し
て
何
を
望
む
か
に
つ
い
て

分
析
し
た
と
こ
ろ
︑﹁
採
用
︑

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
勉
強

会
や
ノ
ウ
ハ
ウ
﹂
と
す
る
回

答
が
︑
い
ず
れ
の
回
答
者
に

お
い
て
も
平
均
的
に
多
く
な

っ
て
い
る
（
図
９
）︒

　
﹁
荷
主
と
一
体
化
し
た
取

り
組
み
﹂
や
﹁
職
場
外
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
﹂
に
つ
い
て
回

答
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

を
雇
用
し
活
用
す
る
た
め
に

は
︑
社
内
の
取
り
組
み
以
外

に
も
︑
荷
主
等
取
引
先
の
理

解
促
進
や
︑
連
携
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
︒

割
以
上
が
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
は
定
着
傾
向
に
あ
る
﹂
と

回
答
し
て
い
る
︒

　

他
方
︑
過
去
に
雇
用
し
て

い
た
回
答
者
で
は
︑﹁
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
は
定
着
傾
向
に

あ
る
﹂
と
す
る
回
答
は
１
割

未
満
と
低
か
っ
た
（
図
２
）︒

◎
採
用
方
法
と
工
夫

　

定
着
事
業
者
で

活
発
な
採
用
活
動

　

採
用
の
方
法
に
つ
い
て
︑

定
着
傾
向
に
あ
る
回
答
者

は
︑
そ
う
で
な
い
回
答
者
と

比
較
し
て
︑
比
較
的
活
発
に

採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
︒
特
に
︑﹁
社
員

や
知
人
︑
取
引
先
等
に
よ
る

紹
介
﹂
と
す
る
回
答
の
比
率

が
︑
定
着
傾
向
に
な
い
回
答

者
と
比
較
し
て
顕
著
に
高
く

な
っ
て
い
る
（
図
３
）︒

　

採
用
の
工
夫
に
つ
い
て
は
︑

定
着
傾
向
に
あ
る
回
答
者

は
︑
採
用
段
階
で
様
々
な
工

夫
を
行
っ
て
い
る
割
合
が
高

く
︑
特
に
女
性
の
活
躍
や
働

き
や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

応
募
者
を
惹
き
つ
け
て
い
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
︒

　

一
方
で
︑
定
着
傾
向
に
な

い
回
答
者
は
︑
採
用
段
階
で

工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
﹁
特

に
な
し
﹂
と
す
る
回
答
の
割

合
が
︑
顕
著
に
高
く
な
っ
て

い
る
（
図
４
）︒

◎
雇
用
上
の
問
題

非
定
着
で
「
問
題
感
じ
る
」

　

雇
用
上
の
問
題
に
つ
い
て

区分 実態・問題・課題等 今後の方向性
雇
用
実
態

・回答事業者の約 4 割は女性ドライバーを雇用しているが、約 6 割は雇用に至っていない。 【事業者】
・若年者の人材確保が困難な状況の中、事業者は潜在的労働力である女性の雇用に積極的に取り組む必要

がある。
・女性ドライバーを積極的に活用し、かつ定着している事業者の成功例を参考にして、自社における女性

ドライバー採用の必要性について検討する。

・女性ドライバー数は増加傾向にあり、正社員化も進んでいる。

・40 代が全体の 5 割以上を占めている一方で、20 代～ 30 代の若手ドライバーは少ない。

採
用
実
態

・採用方法は、知人等からの紹介、ハローワーク、折り込みチラシ・フリーペーパーが主流で、インターネ
ットの利用は少ない。 【事業者】

・社内のインフラ整備や業務改善を行い、募集段階において、女性採用や女性活躍についての自社の積極
的な姿勢を示すことができるようにする。

・ハローワークやインターネット等複数の媒体での採用活動を行い、かつ女性で未経験者でも積極的に受
け入れる姿勢をアピールする。

・女性の活躍や働きやすさをアピールしながら採用活動を行っている事業者もいるが、多数の事業者は特
別な工夫は行っていない。

・人材募集は行っているが、女性からの応募は少ない状況である。

定
着
実
態

定着傾向にある
事業者

・女性を雇用することのメリットを感じている。 【事業者】
・柔軟な勤務体系（短時間勤務、ワークシェア、休暇取得等）の導入を検討する。
・定着促進に向けた男女の区別ない評価制度、安定した賃金体系の構築を進める。
・女性専用施設（トイレ、更衣室、休憩室）の整備、省力化装置の導入を進め、女性ドライバーの定着促

進を図る。
・女性ドライバーの受け入れに関する理解促進について、社内への周知や教育研修（女性のマネジメント

やセクハラ対策等）を実施する。
・女性管理者の積極的な登用により、女性ドライバーが活躍し、定着しやすい社内環境を作る。
・積み込み・取卸し作業や発着時間の見直しに関し、荷主や取引先と協働的な取り組みを図り、女性ドラ

イバーが働きやすい環境を構築する。
【トラック協会等】
・女性ドライバーの活躍について、一般社会に向けてアピールする。
・女性ドライバーの雇用・定着に関する各種セミナー（セクハラ対策、労務管理、ドライバー教育や管理

者育成、働き方改革等）の開催。
・女性が定着している事業者の優良事例の周知。
・女性活躍に係る国の助成金等活用の周知。

・評価制度や賃金体系は、性別に関係なく適用している。

・女性管理者の数は少ないが、女性管理者の存在と定着に肯定的な関連性がある。

・勤務体系や業務見直しに課題を感じている。

・助成金制度を活用している事業者は少ない。

定着傾向にない
事業者

・業務改善や社内体制の整備に関する取り組みが不十分である。

・女性ドライバーに対する理解がやや不十分な傾向にある。

・女性を雇用すること自体に不安を感じている。

・男性管理者のみという事業者が多い。

・助成金制度を活用している事業者は少ない。

は
︑
定
着
傾
向
に
あ
る
回
答

者
と
比
較
し
て
定
着
傾
向
に

な
い
回
答
者
は
︑
全
て
の
項

目
に
お
い
て﹁
問
題
で
あ
る
﹂

と
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
︒
特
に
﹁
代
替

要
員
の
確
保
﹂
や
﹁
作
業
の

限
定
化
﹂﹁
勤
務
体
系
の
考

慮
﹂
等
︑
業
務
関
連
の
項
目

に
お
い
て
︑
差
が
顕
著
に
み

ら
れ
て
い
る
（
図
５
）︒

　

定
着
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
︑
定
着
傾
向
に
あ
る
回

答
者
は
︑﹁
男
女
差
別
な
い

人
事
評
価
︑
賃
金
制
度
﹂
や

﹁
柔
軟
な
休
暇
取
得
に
関
す

る
対
応
﹂︑﹁
女
性
活
躍
に
係

る
理
解
の
促
進
﹂
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
傾
向
に
あ
る
︒

一
方
で
︑
定
着
傾
向
に
な
い

回
答
者
で
は
︑
５
割
以
上
が

﹁
何
も
し
て
い
な
い
﹂
と
回

答
し
て
い
る
（
図
６
）︒

◎
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト

職
場
の
雰
囲
気
が
改
善

　

雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
︑
定
着
傾
向
に
あ
る
回
答

者
は
︑
定
着
傾
向
に
な
い
回

答
者
と
比
較
し
て
︑
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
を
雇
用
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
比
較
的
強
く
感
じ
る

傾
向
に
あ
る
︒
特
に
︑﹁
社

内
雰
囲
気
の
改
善
﹂
や
﹁
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
﹂
を
挙

げ
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
定
着
傾
向
に
な

い
回
答
者
は
︑﹁
特
に
メ
リ
ッ

ト
は
感
じ
ら
れ
な
い
﹂
と
す

る
回
答
が
顕
著
に
多
く
み
ら

れ
て
い
る
（
図
７
）︒

◎
管
理
者女

性
管
理
者
が
適
任

　

管
理
者
が
男
性
の
み
の
場

合
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定

着
率
は
42
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
経

験
の
あ
る
女
性
管
理
者
の
場

合
は
63
・
９
％
に
上
っ
て
い

る
（
図
８
）︒

　

こ
の
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
経
験
の
あ
る
女
性
管
理

者
が
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
管

理
を
行
う
こ
と
が
︑
定
着
へ

と
繋
が
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
︒

0 20 40 60 80 100（％）

図３　採用の方法

社員や知人、取引先等による紹介

ハローワーク

新聞の折り込みチラシ、
フリーペーパー

インターネット求人サイト

自社のホームページ

その他

定着する傾向の回答者（n=199） 定着しない傾向の回答者（n=83）

定着する傾向の回答者（n=199） 定着しない傾向の回答者（n=83）
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9.6

4.8

4.0
1.2

4.5
2.4

1.0
0.0

39.7
77.1

4.0
1.2

図４　採用の工夫

女性が活躍していることのアピール

短時間勤務、柔軟な休暇取得可能など
「働きやすさ」のアピール

免許取得補助等支援・助成制度の
アピール

女性を積極的に採用していることの
アピール

会社説明会や見学会等の実施

入社祝金、紹介謝礼金制度の導入

インターンシップ制度等学校との連携

特になし

その他

全体
（n＝462）

0 20 40 60 80 100
（％）

43.1 18.0 39.0

過去に雇用していたが
現在は雇用していない

（n=213）

現在女性ドライバーを
雇用している
（n=249）

0 20 40 60 80 100
（％）

72.3

8.9

3.6
24.1

56.334.7

図１　女性ドライバーの定着

女性ドライバーは定着傾向にある
女性ドライバーは定着しない傾向にある
どちらともいえない

図２　雇用状況別定着傾向

定着傾向にある 定着傾向にない どちらでもない

0 20 40 60

現在雇用していて、今後雇用を増加させたい回答者（n=213）
過去に雇用、現在はしていないが今後雇用したい回答者（n=160）
一度も雇用したことがないが、今後雇用したい回答者（n=118）

（％）

女性ドライバー採用・
人材育成についての勉強会

31.5
28.8
29.7

図９　経営者として望むこと

女性ドライバー採用・
人材育成のノウハウや事例集

経営者同士の意見交換や情報共有

女性ドライバーに焦点を
当てたインターネットサイト

荷主と一体化した取り組み方法

職場外のインフラ整備

その他

43.7
37.5
36.4

22.1
18.8

26.3

36.6
35.6
39.8

49.8
37.5

1.9
3.1
4.2
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業務関連

職場環境
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定着する傾向の回答者（n=199） 定着しない傾向の回答者（n=83）

業務内容

勤務体系

社内設備

風土

管理

支援

0 20 40 60 80（％）

定着する傾向の回答者（n=199） 定着しない傾向の回答者（n=83）

企業体制

企業業績

定着する傾向の回答者（n=199） 定着しない傾向の回答者（n=83）

図５　雇用上の問題

コミュニケーション円滑化による
社内雰囲気の改善

人手不足の解消

企業イメージの改善

取引先からの高評価

業務の効率化等による長時間労働等の是正

人件費の削減

特にメリットは感じられない

その他

0 20 40 60 80（％）
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2.0
1.2
7.0

25.3

24.1
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25.3

45.7

46.7

56.8

45.2
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図７　雇用のメリット

急な欠勤の際の代替要員確保

技能や体力不足等作業の限定化

勤務体系の考慮

荷主への対応

男女関係や派閥等人間関係

セクハラ対策

職場環境（トイレ、更衣室等）の整備

問題は感じられない

その他

43.2

36.7
65.1

26.6
39.8

10.6
14.5

28.6
38.6

27.1

26.1

21.6
8.4
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17.6
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19.3
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20.6

7.2

8.4
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1.5

15.7
5.5
4.8

33.7

36.1

60.2

図６　定着への取組
宿泊を伴う長距離運行をさせない

業務分担、軽負担化等業務内容の見直し・改善

女性でも操作できる車両や機械の導入

男性ドライバーとツーマン運行させない

柔軟な休暇取得に関する対応

女性専用トイレ等職場環境の整備

育児休業、短時間勤務等働きやすい勤務体系

子供の保育施設の整備

セクハラ対策等管理者によるマネジメントの工夫

経営トップの女性活躍に関するメッセージの発信

男女差別ない人事評価、賃金制度

教育・研修制度の充実

職場全体での女性活躍に係る理解の促進

レクリエーションの実施等、人間関係づくり

子供の保育費用の助成

何もしていない

その他

男性管理者のみ
（n＝392）

ドライバー経験のある
女性管理者
（n＝36）

定着傾向にある

0 20 40 60 80 100
（％）

定着傾向にない どちらでもない

図８　管理者

42.3 40.317.3
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
女
性
雇
用
促
進
に
関
す
る
実

態
調
査
報
告
書
（
概
要
版
）﹂
を
ま
と

め
公
表
し
た
︒
調
査
は
①
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
の
雇
用
︑
②
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
採
用
︑③
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
業
務
︑

④
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
︑
⑤
経
営

者
と
し
て
望
む
こ
と
︱
︱
な
ど
を
分

析
し
た
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
前
号
に

続
き
︑
後
編
と
し
て
同
分
析
を
踏
ま

え
て
取
り
ま
と
め
た
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
を
巡
る
課
題
と
今
後
の
方
向
性
﹂
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒
特
に
︑
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
が
定
着
傾
向
に
あ
る
事
業

者
と
定
着
傾
向
に
な
い
事
業
者
で
の
対

策
や
︑
感
じ
方
の
違
い
な
ど
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
︒

4
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着

5
経
営
者
と
し
て
望
む
こ
と
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性
雇
用
促
進
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関
す
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実
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調
査
報
告
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ト
ラ
ッ
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運
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け
る
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テントで倉庫！？

テントなのに高品質で堅牢な営業倉庫
『ハイブリットフレックス』

　

東
松
山
運
輸
㈲
は
︑
現
社

長
の
祖
父
で
あ
る
関
口
末
吉

氏
に
よ
っ
て
昭
和
30
年
に
設

立
さ
れ
た
運
送
会
社
で
あ

る
︒
平
成
２
年
に
は
︑
現
社

長
の
父
親
で
あ
る
関
口
栄
一

氏
が
２
代
目
社
長
に
就
任
し

て
い
る
︒

　

さ
て
︑
現
社
長
で
あ
る
関

口
修
氏
は
︑
祖
父
か
ら
父
親

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い

た
同
社
の
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
な
が
ら
育
っ
て
き
た

が
︑
小
さ
い
頃
は
家
業
を
継

ぐ
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
大
学
卒
業
を
前
に

就
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ

て
も
︑
父
親
や
専
務
取
締
役

を
務
め
る
母
親
（
関
口
鈴
子

氏
）
か
ら
︑
直
接
﹁
家
業
を

継
い
で
ほ
し
い
﹂
と
い
う
話

を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
修
氏
は

大
学
卒
業
後
に
東
京
の
商
社

に
就
職
し
て
い
る
︒

　

商
社
に
就
職
し
て
10
年
ほ

ど
が
過
ぎ
た
あ
る
日
︑
修
氏

は
父
親
と
母
親
か
ら
﹁
わ
が

社
を
継
い
で
く
れ
な
い
か
﹂

と
相
談
さ
れ
た
︒
当
時
父
親

は
還
暦
を
迎
え
て
お
り
︑
体

力
的
に
も
精
神
的
に
も
こ
の

先
い
つ
ま
で
経
営
の
最
前
線

に
い
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な

い
︒﹁
祖
父
か
ら
父
親
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
会
社
の
歴

史
を
︑
こ
こ
で
途
切
れ
さ
せ

て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
︒
私
は
長
男
で
あ
り
︑
家

業
を
継
ぐ
の
は
あ
る
意
味
責

務
で
は
な
い
か
と
考
え
︑
両

親
か
ら
の
話
を
受
け
て
会
社

を
継
ぐ
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
﹂

（
関
口
修
社
長
）
と
︑
入
社

を
決
断
︒
勤
め
て
い
た
商
社

に
辞
表
を
提
出
し
た
︒

　

た
だ
︑
新
卒
で
入
社
し
︑

10
年
勤
務
し
て
き
た
商
社

は
︑
簡
単
に
修
氏
を
退
職
さ

せ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
︒
退

職
を
告
げ
た
翌
年
に
は
︑
上

司
で
あ
る
部
長
が
同
社
を
訪

れ
︑﹁
う
ち
を
辞
め
る
な
﹂

と
慰
留
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
︒
そ
れ
で
も
修
氏
の
決
意

は
固
く
︑
辞
意
を
表
明
し
て

　

修
氏
は
入
社
後
︑
営
業
主

任
と
し
て
近
隣
顧
客
へ
の
営

業
活
動
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
４
㌧
車

に
乗
務
し
た
︒
５
年
ほ
ど
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
経
験

の
中
で
︑
修
氏
は
荷
物
の
効

率
的
な
積
み
込
み
な
ど
と
い

っ
た
︑
運
送
会
社
の
従
業
員

と
し
て
の
基
本
を
学
ん
で
い

っ
た
︒

　

24
年
に
専
務
取
締
役
に
就

任
し
た
頃
か
ら
︑
将
来
の
事

業
承
継
を
見
据
え
た
動
き
が

始
ま
っ
て
い
く
︒
ま
ず
︑
顧

客
と
の
会
合
や
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
議
な
ど
へ
の
出
席
を

先
代
社
長
か
ら
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
︑
税
理
士
法
人
が
運

営
す
る
若
手
育
成
塾
に
参
加

し
︑
経
営
手
法
を
学
ぶ
一
方

で
︑
他
社
の
後
継
者
候
補
た

ち
と
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
︒

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
取
得
に

も
取
り
組
ん
だ
ほ
か
︑
社
員

の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
に

月
１
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
︑
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
高

品
質
化
に
尽
力
し
て
い
っ
た
︒

さ
ら
に
︑
こ
の
頃
に
は
修
氏

の
妻
も
会
社
に
入
り
︑
こ
れ

ま
で
母
親
が
行
っ
て
い
た
経

理
業
務
を
引
き
継
い
だ
︒

　

将
来
の
経
営
者
と
し
て
実

績
を
積
む
中
︑
26
年
に
先
代

社
長
か
ら
﹁
事
業
承
継
を
し

な
い
か
﹂
と
話
が
あ
っ
た
︒

そ
の
頃
に
は
︑
修
氏
が
実
質

的
に
業
務
全
般
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
︑
二
つ
返
事

で
承
諾
し
た
︒
当
時
︑
修
氏

は
40
歳
を
過
ぎ
て
お
り
︑
付

か
ら
３
年
後
と
な
る
19
年
に

よ
う
や
く
商
社
を
円
満
退
社

し
て
︑
同
社
に
入
社
し
た
︒

そ
の
時
︑
修
氏
は
34
歳
︑
栄

一
氏
は
64
歳
で
あ
っ
た
︒

き
合
い
の
あ
る
運
送
会
社
の

社
長
や
荷
主
の
責
任
者
な
ど

も
修
氏
と
同
年
代
の
人
に
代

替
わ
り
し
て
い
た
時
期
だ
っ

た
︒
こ
れ
ら
の
人
か
ら
︑﹁
事

業
承
継
は
遅
か
れ
早
か
れ
行

う
も
の
だ
か
ら
︑
で
き
れ
ば

早
く
事
業
承
継
を
済
ま
せ
︑

親
を
楽
に
し
て
あ
げ
た
ほ
う

が
い
い
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
た
こ
と
も
︑
修
氏

の
背
中
を
押
し
た
︒

　

先
代
社
長
か
ら
の
事
業
承

継
の
準
備
期
間
と
し
て
１
年

間
を
充
て
︑
修
氏
は
経
営
基

盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
っ
た
︒

　

最
初
に
手
が
け
た
の
が
︑

経
営
体
制
の
整
備
で
あ
っ
た
︒

そ
れ
ま
で
社
内
で
事
務
作
業

等
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
︑

父
親
と
母
親
︑
修
氏
︑
そ
し

て
事
務
社
員
１
人
で
あ
っ
た

が
︑
新
た
に
ド
ラ
イ
バ
ー
１

人
を
配
車
係
に
登
用
し
︑
社

内
で
の
業
務
に
あ
た
ら
せ
た
︒

修
氏
が
入
社
す
る
前
は
︑
父

親
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
︑
母
親
が

主
に
社
内
業
務
や
社
外
対
応

を
行
っ
て
い
た
︒
修
氏
が
入

社
し
て
か
ら
は
︑
配
車
か
ら

荷
物
の
積
み
込
み
︑
そ
し
て

運
転
︑
さ
ら
に
は
社
外
対
応

な
ど
を
修
氏
が
一
手
に
引
き

受
け
て
い
た
︒
し
か
し
︑
そ

れ
で
は
修
氏
の
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
し
ま
う
︒
ま
た
︑

予
期
せ
ぬ
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
た
場
合
に
︑
対
応
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
高
い
︒

そ
こ
で
︑
配
車
係
を
新
た
に

配
置
し
︑
修
氏
は
社
長
と
し

て
の
業
務
に
専
念
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
し
た
︒

　

ま
た
︑
社
員
と
直
接
会
話

す
る
こ
と
で
議
論
を
深
め
︑

﹁
会
社
を
よ
り
良
い
方
向
に

も
っ
て
い
き
た
い
﹂
と
い
う
思

い
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運

行
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
ら
︑

事
務
所
の
円
卓
に
座
っ
て
も

ら
い
︑
全
員
に
お
茶
を
出
し

て
毎
日
話
を
す
る
よ
う
に
し

た
︒
こ
れ
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

　

こ
れ
か
ら
事
業
承
継
を
行

う
事
業
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

つ
い
て
︑
修
氏
に
聞
い
た
︒

　
﹁
事
業
承
継
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
︑
先
代
の
社
長
の

意
志
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
自

分
な
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
︑

小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
︑

新
た
な
変
化
を
加
え
て
い
っ

た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
︒

お
客
様
や
取
引
先
の
皆
様

も
︑
そ
こ
を
期
待
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

　

同
社
に
お
い
て
も
︑
次
の

よ
う
な
施
策
に
乗
り
出
し
︑

歴
史
あ
る
会
社
に
新
た
な
変

化
を
加
え
て
い
っ
た
︒

①
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

同
社
で
は
以
前
か
ら
社
是

や
経
営
理
念
な
ど
が
存
在
し

た
が
︑
社
員
の
中
で
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が

あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
こ
れ
ら
を
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
で
︑
会
社
の
社
是

や
経
営
理
念
を
明
ら
か
に
し

た
︒
ま
た
︑
こ
れ
ま
で
の
自

社
の
歴
史
も
掲
載
し
︑﹁
歴

史
の
あ
る
自
社
を
守
っ
て
い

く
﹂
と
い
う
意
識
を
高
揚
︒

さ
ら
に
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

の
確
保
を
図
る
た
め
︑
人
材

募
集
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
も
充
実

が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
社
員

み
ん
な
で
解
決
す
る
た
め
の

い
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
事
業
承
継
を

行
う
前
か
ら
実
質
的
に
先
代

社
長
か
ら
の
業
務
委
譲
が
進

ん
で
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
こ

の
１
年
間
で
大
変
だ
っ
た
こ

と
や
苦
労
し
た
こ
と
は
特
に

な
か
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
︑

社
員
に
は
事
業
承
継
の
直
前

に
社
長
交
代
を
告
げ
た
が
︑

そ
れ
以
前
か
ら
修
氏
が
経
営

の
中
心
と
し
て
業
務
を
行
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
︑
反

対
も
な
く
す
ん
な
り
社
長
交

代
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
︒

　

27
年
７
月
１
日
︑
修
氏
は

42
歳
で
３
代
目
の
代
表
取
締

役
に
就
任
し
た
︒

さ
せ
て
い
る
︒

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に

よ
り
︑
こ
れ
ま
で
ぼ
ん
や
り

し
て
い
た
会
社
の
価
値
や
進

む
べ
き
道
が
明
確
化
さ
れ
た

こ
と
で
︑
修
氏
自
身
の
経
営

者
と
し
て
の
意
識
も
高
ま
っ

た
と
い
う
︒

②
﹁
５
か
年
計
画
﹂
の
作
成

　

将
来
に
わ
た
る
自
社
の
経

営
継
続
・
拡
大
を
図
る
た

め
︑
将
来
の
顧
客
数
や
車
両

数
の
目
標
︑
業
務
拡
大
の
た

め
の
車
庫
用
地
の
購
入
計
画

な
ど
を
﹁
５
か
年
計
画
﹂
と

し
て
ま
と
め
た
︒
計
画
の
作

成
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
税

理
士
と
の
連
携
を
密
に
し
︑

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒

③ 

労
務
士
と
の
顧
問
契
約
締

結
、
就
業
規
則
等
の
見
直

し

　

労
務
管
理
の
見
直
し
を
図

る
た
め
︑
労
務
士
と
顧
問
契

約
を
締
結
し
︑
就
業
規
則
を

現
在
の
働
き
方
に
合
う
よ
う

な
形
に
見
直
し
た
︒
ま
た
︑

時
間
外
労
働
時
間
な
ど
の
明

確
化
を
図
る
た
め
︑
給
与
明

細
書
の
変
更
な
ど
を
行
っ
て

い
る
︒

④ 

取
引
先
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
深
化

　

取
引
先
に
は
修
氏
が
自
ら

小
ま
め
に
訪
問
す
る
よ
う
に

し
︑
顧
客
と
の
信
頼
を
深
め

て
い
る
︒
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
い
く
中
で
︑
新

し
い
仕
事
の
獲
得
に
も
繋
が

っ
て
い
る
と
い
う
︒

⑤
﹁
報
連
相
（
報
告
・
連
絡

・
相
談
）﹂
の
強
化

　

同
社
で
は
︑
今
年
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
﹁﹃
報
連
相
﹄
の

強
化
﹂
と
定
め
て
い
る
︒
配

送
が
終
わ
っ
た
時
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に﹁
終
了
コ
ー
ル
﹂

と
し
て
事
務
所
に
電
話
を
入

れ
さ
せ
て
い
る
ほ
か
︑
社
内

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
﹁
現

場
で
何
か
あ
っ
た
ら
︑
す
ぐ

連
絡
す
る
よ
う
に
﹂
と
注
意

を
促
し
て
い
る
︒

⑥ 

毎
週
月
曜
日
に
朝
礼
を
実
施

　

今
年
か
ら
︑
修
氏
と
妻
︑

配
車
係
︑事
務
員
の
４
人
で
︑

毎
週
月
曜
日
に
朝
礼
を
実
施

し
て
い
る
︒
４
人
が
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
︑情
報
共
有
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
親
子
間
で
の

承
継
に
お
い
て
問
題
に
な
る

こ
と
が
多
い
の
が
︑
先
代
社

長
と
後
継
者
の
役
割
分
担
で

あ
る
︒﹁
船
頭
多
く
し
て
船

山
に
登
る
﹂
と
い
う
こ
と
わ

ざ
も
あ
る
よ
う
に
︑
ト
ッ
プ

と
し
て
指
図
す
る
人
が
多
す

ぎ
る
と
か
え
っ
て
会
社
と
し

て
の
統
率
が
と
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
︒

　

同
社
で
は
︑
修
氏
の
社
長

就
任
と
と
も
に
︑
先
代
社
長

の
栄
一
氏
は
会
長
に
就
任
し

た
︒
た
だ
︑
会
長
は
普
段
は

会
社
に
出
社
せ
ず
︑
た
ま
に

会
社
に
や
っ
て
き
て
も
敷
地

の
草
む
し
り
な
ど
を
行
い
︑

昼
前
に
は
自
宅
に
帰
っ
て
し

ま
う
と
い
う
︒

　
﹁
先
代
社
長
は
で
き
る
だ

け
︑
後
継
者
ヘ
は
口
を
出
さ

な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
︒
志
高
く
︑
先
代
社
長
の

意
志
を
受
け
継
ご
う
と
頑
張

っ
て
い
る
後
継
者
は
︑
本
当

に
様
々
な
こ
と
を
熟
慮
さ
れ

　

な
お
︑
④
～
⑥
の
取
り
組

み
に
関
し
て
は
︑
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
り
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
が
大
き
く
変
容
し
て

い
る
中
で
︑﹁
直
接
取
引
先

を
訪
ね
た
り
︑
社
員
と
向
き

合
っ
て
直
接
会
話
す
る
こ
と

で
︑
メ
ー
ル
の
文
章
だ
け
で

は
伝
え
き
れ
な
い
お
互
い
の

気
持
ち
を
通
い
合
わ
せ
て
い

き
た
い
﹂
︱
︱
と
い
う
︑
修

氏
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
︒

　
﹁
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
忘
れ

ず
に
︑
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す

る
﹂と
い
う
同
社
の
姿
勢
が
︑

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
︒

　

修
氏
が
代
表
取
締
役
に
就

任
し
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ

た
︒
同
社
で
は
様
々
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
︑
着
実
に
経

営
基
盤
強
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
︒

て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
先
代

社
長
に
そ
の
都
度
口
を
出
さ

れ
る
と
︑
嫌
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
︑
先
代
社
長
は
後
継
者

の
こ
と
を
信
頼
し
︑
後
継
者

が
困
っ
て
い
る
時
や
失
敗
し

そ
う
な
時
に
だ
け
︑
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
あ
げ
る
と
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

　

家
族
経
営
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
事
業
者
に
お

い
て
は
︑
事
業
承
継
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と
︑
そ

し
て
事
業
承
継
後
も
先
代
と

後
継
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
わ
き
ま
え
て
家
業
に
か
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
︑
会
社

の
温
か
い
空
気
感
が
維
持
さ

れ
る
の
で
あ
る
︒

（
取
材
協
力
）
東
松
山
運
輸
㈲

　

関
口
修
代
表
取
締
役

　

少
子
高
齢
化
問
題
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
我
が
国

で
︑
近
年
後
継
者
難
に
苦
し
ん
で
い
る
中
小
企
業
が
増
加
傾

向
に
あ
る
︒
経
営
者
の
高
齢
化
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
︑
若

い
経
営
者
等
へ
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
進
ま
な
け
れ
ば
︑
最

終
的
に
廃
業
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
続
出
し
︑
今

後
全
国
で
多
く
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
︒
中
小
企
業
に
お
い
て
は
︑
事
業
承
継
問
題
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
昨
年
に
引
き
続
い
て
４
回
に
わ
た

り
︑
事
業
承
継
に
踏
み
切
っ
た
中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る

事
例
を
紹
介
︒
実
際
に
行
わ
れ
た
事
業
承
継
に
関
す
る
取
り

組
み
や
︑
事
業
承
継
前
後
に
お
け
る
問
題
点
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
平
成
27
年
に
︑
父
親
で
あ
る
前
社
長
か
ら
現
社

長
へ
の
事
業
承
継
を
行
っ
た
︑
東
松
山
運
輸
㈲
（
関
口
修
代

表
取
締
役
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

受
け
継
が
れ
て
き
た
会
社
の
歴
史
を
守
り
た
い

13
年
間
の
商
社
勤
務
を
経
て
入
社

事
業
承
継
は
遅
か
れ
早
か
れ
や
っ
て
く
る

早
め
の
業
務
委
譲
で
承
継
が
ス
ム
ー
ズ
に

社
内
の
こ
と
に
は
口
出
し
し
な
い
会
長

後
継
者
へ
の
信
頼
が
会
社
を
大
き
く
伸
ば
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
５
か
年
計
画
」
の
作
成
を
通
じ

自
社
の
価
値
や
進
む
べ
き
道
を
明
確
化

先
代
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
変
化
を
加
え
る

「
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
経
営
基
盤
を
強
化

第
１
回 

親
族
内
承
継
①

東
松
山
運
輸
㈲
（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

関口 修
代表取締役

中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ

会社名　　東松山運輸有限会社
代表者　　関口 修 代表取締役
所在地　　埼玉県東松山市下唐子 1153-56
設　立　　昭和 30 年７月
資本金　　300 万円
従業員数　24 人
所有台数　23 台

会社概要

運行を終えたドライバーに対しお茶を出して毎日話をするようにしている

同社では建築資材を中心に、収納家具など
の輸送を手がける

関口修氏㊨は平成27年、先代社長の栄一
氏㊧から代表取締役を引き継いだ
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営講習会開催のご案内

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。　既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

グリーン経営認証制度とは：
グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。その認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに
基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タクシー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

認証取得後8トン以上のトラックで3.4％の燃費向上、車両故障件数16.5％減少。
交通事故発生件数24.2％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成27年版より）

環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

日　時

で 検 索グリーン経営

場　所 主催 お申込先対象業種

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

グリーン経営ホームページ
https://www.green-m.jp/

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

13時30分～16時30分トラック
バス、タクシー 中部運輸局9月  6日（水） 福井商工会議所ビル ２階 会議室Ｄ

福井県福井市西木田2-8-1

9月27日（水） 13時30分～16時30分トラック
バス、タクシー 中部運輸局OKBふれあい会館 ４階 403小会議室

岐阜県岐阜市薮田南5-14-53

9月29日（金） 13時30分～16時30分トラック 近畿運輸局滋賀県トラック総合会館 3F会議室
滋賀県守山市木浜町2298番地の4

13時30分～16時30分トラック
バス、タクシー 関東運輸局10月  5日（木）

TKP大宮ビジネスセンター
５階 カンファレンスルーム５
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26
富士ソフトビル

九州運輸局 交通政策部
環境・物流課
☎092-472-3153

10月19日（木） 14時00分～17時00分トラック 九州運輸局
くまもと県民交流館 パレア 9階 会議室４
熊本県熊本市中央区手取本町8番9号
テトリアくまもとビル

北陸信越運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎025-285-9152

13時30分～16時00分10月24日（火）トラック 北陸信越運輸局富山県トラック協会 ３階研修室
富山県富山市婦中町島本郷1番地5

食
　
文
　
化

113「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
①
」 

も
ち
も
ち
、六
田
麸

　

山
形
県
は
か
つ
て
の
最
上

川
舟
運
の
お
か
げ
で
︑
雰
囲

気
が
華
や
か
だ
︒
た
と
え
ば

米
は
酒
田
港
に
集
め
ら
れ
て

北
前
船
で
大
阪
ま
で
運
ば

れ
︑
紅べ

に
ば
な花
は
舞
妓
の
口
紅
原

料
や
︑
友ゆ

う
ぜ
ん
ぞ
め

禅
染
な
ど
の
染
料

と
し
て
京
都
に
向
か
っ
た
︒

船
が
ト
ラ
ッ
ク
便
の
役
を
果

た
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
︒

　

帰
り
船
の
積
み
荷
は
一
口

に
い
う
と
上
方
文
化
だ
が
︑

食
文
化
も
導
入
さ
れ
た
︒
と

り
わ
け
喜
ば
れ
た
の
は
麸ふ

で
︑
東ひ

が
し
ね根
市
の
六ろ

く

た田
地
区
で

は
︑
今
も
麸
の
専
門
店
４
軒

が
元
気
に
製
造
し
て
い
る
︒

　

こ
の
あ
た
り
は
︑
小
麦
が

よ
く
と
れ
︑
湧
水
が
豊
富
だ

っ
た
た
め
︑
江
戸
時
代
後
期

か
ら
麸
づ
く
り
が
盛
ん
に
な

っ
た
︒
そ
れ
で
︑
羽う

し
ゅ
う州
街
道

実
は
︑
も
ち
も
ち
に
あ
る
︒

麸
の
原
料
は
︑小
麦
粉
の
﹁
グ

ル
テ
ン
﹂
と
い
う
た
ん
ぱ
く

質
︒
桶
に
小
麦
粉
と
水
を
入

れ
︑
練
っ
て
は
洗
い
を
繰
り

返
し
︑
で
ん
ぷ
ん
質
を
洗
い

流
す
と
生
成
り
色
を
し
た
グ

ル
テ
ン
だ
け
が
残
る
︒
そ
の

ま
ま
で
は
弾
力
が
強
す
ぎ
る

か
ら
︑
も
ち
粉
を
混
ぜ
て
軟

ら
か
く
練
り
上
げ
る
の
だ
︒

き
つ
け
て
焼
く
の
で
︑
ま
る

で
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
バ
ゲ
ッ
ト

を
回
転
さ
せ
て
い
る
よ
う
な

迫
力
だ
︒

　

車
麸
は
水
で
戻
し
て
か
ら

煮
る
と
︑煮
汁
を
よ
く
含
む
︒

弾
力
が
強
い
の
に
し
な
や
か
︑

生
地
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
に
な
め
ら
か
だ
か
ら
︑
噛

み
心
地
も
ご
ち
そ
う

4

4

4

4

で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

の
う
ち
で
も
特
に
六
田
麸
街

道
と
呼
ば
れ
る
︒
た
だ
し
︑

今
は
国
道
13
号
が
バ
イ
パ
ス

に
な
っ
て
い
る
︒

　

京
都
や
金
沢
の
麸
は
高
級

食
品
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
︑
東

根
の
場
合
は
日
常
食
材
だ
︒

小
麦
の
た
ん
ぱ
く
質
が
と
れ

る
大
事
な
保
存
食
な
の
だ
︒

　

日
本
人
は
も
ち
も
ち
感
が

大
好
き
で
︑
麸
の
人
気
も
︑

　

六
田
の
奥
山
製
麸
所
の
変

わ
り
麸
は
︑
粟
︑
よ
も
ぎ
︑

ご
ま
︑か
ぼ
ち
ゃ
︑
紅
花
で
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
風
味
に
加
え
て

生
麸
の
う
ま
味
︑
き
め
細
か

く
な
め
ら
か
な
舌
あ
た
り
が

見
事
に
調
和
し
て
い
た
︒

　

で
も
︑
生
麸
は
長
持
ち
し

な
い
︒
そ
れ
で
︑
焼
き
麸
が

工
夫
さ
れ
た
︒
特
に
車
麸
は

長
さ
２
㍍
も
あ
る
鉄
棒
に
巻

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜大地震発生時の措置等〜
 【解 答】４面に問題

❶ ○（教則第10章第3節 2 緊急地震速報
が発表されたとき）車を運転中に緊急地
震速報が発表されたことを知ったときは、
運転者は、周囲の状況に応じて、あわてる
ことなく、非常点滅表示灯をつけるなどし
て周囲の車に注意を促した後、急ブレー
キを避け、緩やかに速度を落とす。
❷ ×（教則第10章第3節 3 大地震が発生
したとき⑴ア）車を運転中に大地震が発
生したときは、急ハンドル、急ブレーキを
避けるなど、できるだけ安全な方法により
道路の左側に停止させること。
❸ ○（教則第10章第3節 3 大地震が発生
したとき⑴エ）車を運転中に大地震が発

生し、車を置いて避難するときは、できる
だけ道路外の場所に移動しておくこと。
❹ ×（教則第10章第3節 3 大地震が発生
したとき⑴エ）車を運転中に大地震が発
生し、やむを得ず道路上に車を置いて避
難するときは、道路の左側に寄せて駐車
し、エンジンを止め、エンジンキーは付け
たままとするか運転席などの車内の分か
りやすい場所に置いておくこととし、窓を
閉め、ドアはロックしないこと。
❺ ○（教則第10章第3節 3 大地震が発生
したとき⑵ア）津波から避難するためやむ
を得ない場合を除き、避難のために車を
使用しないこと。

ほんのヒトコマ ［第４回］

虫に詳しい人（右）と詳しくない人（左）

　

図
１
は
︑
中
規
模
法
人
に

つ
い
て
︑
ま
た
図
２
は
個
人

事
業
者
を
除
く
小
規
模
法
人

に
つ
い
て
︑
後
継
者
の
選
定

状
況
・
親
族
内
外
承
継
の
割

合
︑
親
族
外
承
継
の
場
合
の

内
訳
を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

中
規
模
法
人
で
は
︑
後
継

者
が
決
ま
っ
て
い
る
割
合
は

４
割
超
で
あ
り
︑
後
継
者
候

補
者
が
い
る
者
も
合
わ
せ
る

と
約
７
割
を
占
め
る
︒
こ
う

し
た
後
継
者
・
後
継
者
候
補

①
後
継
者
選
定
状
況
・
親
族
外
承
継
の
現
状

小
規
模
法
人
で
は
親
族
内
承
継
が
中
心
に

と
の
関
係
を
親
族
内
・
親
族

外
に
分
け
る
と
︑
親
族
外
を

後
継
者
・
後
継
者
候
補
と
す

　

図
３
は
︑
中
規
模
法
人
と

個
人
事
業
者
を
除
く
小
規
模

法
人
に
つ
い
て
︑
経
営
者
の

年
代
別
に
み
た
事
業
承
継
の

意
向
を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

中
規
模
法
人
で
は
︑
50
～

る
割
合
は
33
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
︑そ
の
内
訳
を
み
る
と

﹁
親
族
以
外
の
役
員
﹂
が
57

・
９
％
︑﹁
親
族
以
外
の
従

業
員
﹂
が
33
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
︒
一
方
︑﹁
社
外
の
人

59
歳
の
経
営
者
で
も
57
・
８

％
が
い
ず
れ
﹁
誰
か
に
経
営

を
引
き
継
ぎ
た
い
﹂
と
考
え

て
お
り
︑
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
そ
の
割
合
も
高
く
な

っ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
︒

　

小
規
模
法
人
で
は
︑﹁
引

継
ぎ
ま
で
の
準
備
期
間
が
不

足
﹂︑﹁
取
引
先
と
の
関
係
維

持
﹂︑﹁
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の

引
継
ぎ
﹂
が
上
位
に
な
っ
て

い
る
ほ
か
︑﹁
社
内
に
右
腕
と

な
る
人
材
が
不
在
﹂
と
回
答

す
る
割
合
も
高
い
︒

継
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と

を
認
識
し
︑
実
際
に
後
継
者

に
経
営
を
引
継
ぐ
前
か
ら
︑

計
画
的
に
引
き
継
ぎ
に
向
け

た
社
内
体
制
の
整
備
や
人
材

育
成
を
進
め
る
こ
と
が
︑
円

滑
な
事
業
承
継
の
実
現
に
繋

が
る
と
い
え
る
︒

材
﹂
は
８
・
１
％
に
留
ま
っ

て
お
り
︑
社
内
の
人
材
が
大

半
を
占
め
て
い
る
︒

　

一
方
︑
小
規
模
法
人
を
み

る
と
︑
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
割
合
は
約
半
数
で
︑
後

継
候
補
者
が
い
る
者
も
合
わ

せ
る
と
約
７
割
と
︑
中
規
模

法
人
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な

っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
後
継
者

・
後
継
者
候
補
と
の
関
係
を

親
族
内
・
親
族
外
で
分
け
る

と
︑
親
族
外
を
後
継
者
・
後

継
者
候
補
と
す
る
割
合
は
９

・
７
％
と
︑
中
規
模
法
人
に

比
べ
る
と
極
端
に
低
く
な
っ

て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
小
規

模
法
人
に
お
い
て
は
︑
親
族

外
承
継
は
ま
だ
有
力
な
選
択

肢
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
る
︒

　

一
方
︑小
規
模
法
人
で
は
︑

中
規
模
法
人
に
比
べ
る
と

﹁
誰
か
に
引
き
継
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
る
﹂
割
合
は
低
い

も
の
の
︑
70
歳
以
上
に
な
る

と
75
・
２
％
の
経
営
者
が

﹁
経
営
を
誰
か
に
引
き
継
ぎ

た
い
﹂
と
考
え
て
い
る
︒

　

図
４
は
︑
組
織
形
態
別
に

事
業
を
引
き
継
い
だ
き
っ
か

け
を
み
た
も
の
で
あ
る
︒
中

規
模
法
人
や
小
規
模
法
人
で

は
︑﹁
先
代
経
営
者
の
引
退
﹂

を
き
っ
か
け
と
し
て
事
業
を

　

図
５
は
中
規
模
法
人
に
つ

い
て
︑
ま
た
図
６
は
個
人
事

業
者
を
除
く
小
規
模
法
人
に

つ
い
て
︑
事
業
を
引
き
継
い

だ
際
に
問
題
と
な
っ
た
こ
と

を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

中
規
模
法
人
で
は
︑
事
業

を
引
き
継
い
だ
際
に
問
題
と

引
き
継
い
で
い
る
事
業
者
が

多
い
一
方
︑﹁
先
代
経
営
者
の

死
去
﹂
や
﹁
先
代
経
営
者
の

体
調
悪
化
﹂を
き
っ
か
け
に
︑

事
業
を
引
き
継
い
だ
事
業
者

も
一
定
割
合
み
ら
れ
る
︒

な
っ
た
こ
と
を
︑
親
族
内
外

承
継
の
別
に
み
て
い
る
︒
経

営
全
般
に
関
し
て
は
︑﹁
社

内
に
右
腕
と
な
る
人
材
が
不

在
﹂︑﹁
引
継
ぎ
ま
で
の
準
備

期
間
が
不
足
﹂
が
上
位
に
な

っ
て
お
り
︑
親
族
内
承
継
に

比
べ
て
親
族
外
承
継
で
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
︒
ま
た
︑
資
産
面
に

関
し
て
み
る
と
︑
親
族
内
承

継
で
は
﹁
相
続
税
・
贈
与
税

の
負
担
﹂
と
回
答
す
る
割
合

が
高
い
一
方
︑
親
族
外
承
継

で
は
﹁
資
産
や
株
式
等
の
買

取
り
の
た
め
の
資
金
負
担
﹂

と
回
答
す
る
割
合
が
高
い
︒

　

事
業
を
引
き
継
い
だ
際
に

問
題
と
な
っ
た
こ
と
と
し
て
︑

﹁
準
備
期
間
不
足
﹂
や
﹁
社

内
に
右
腕
と
な
る
人
材
が
い

な
い
﹂
こ
と
を
挙
げ
る
中
小

企
業
が
多
い
︒

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑
経

営
を
譲
る
側
の
経
営
者
が
承

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

中
に
は
︑
経
営
者
の
親
族
や
役
員

・
従
業
員
に
事
業
承
継
し
て
い
こ

う
と
す
る
経
営
者
も
い
れ
ば
︑
第

三
者
に
事
業
を
譲
渡
・
売
却
・
統

合
（
Ｍ
＆
Ａ
）
す
る
こ
と
で
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
経
営
者
も
い
る
︒

ま
た
︑
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
難
を
背
景
に
︑
や
む
を
得
ず
廃

業
を
選
択
す
る
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
も
存
在
す
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
中
小
企
業
庁
が

ま
と
め
た
２
０
１
７
年
版
﹁
中
小

企
業
白
書
﹂
を
も
と
に
︑
近
年
の

事
業
承
継
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
中
企
庁
で
は
︑
運
輸
業

に
つ
い
て
﹁
中
小
企
業
者
﹂
を
﹁
資

本
金
３
億
円
以
下
も
し
く
は
従
業

員
数
３
０
０
人
以
下
の
企
業
﹂
と

位
置
付
け
て
お
り
︑
そ
の
中
で
も

﹁
小
規
模
企
業
者
﹂
に
つ
い
て
は

﹁
従
業
員
20
人
以
下
の
企
業
﹂
と

位
置
付
け
て
い
る
︒

中
企
庁「
中
小
企
業
白
書
」に
み
る
事
業
承
継
の
ト
レ
ン
ド

事
業
承
継
に
関
す
る
準
備
状
況
お
よ
び
課
題
①

中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ

②
経
営
者
の
年
代
別
に
み
た
事
業
承
継
の
意
向

年
を
重
ね
る
に
連
れ
て
承
継
へ
の
希
望
高
ま
る

③
事
業
を
引
き
継
い
だ
き
っ
か
け

﹁
先
代
経
営
者
の
引
退
﹂
が
承
継
の
契
機
に

④
事
業
を
引
き
継
い
だ
際
に
問
題
と
な
っ
た
こ
と

事
業
承
継
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
﹁
準
備
不
足
﹂

［
ま
と
め
］
次
世
代
へ
の
事
業
承
継
に
は
、

﹁
計
画
的
な
準
備
﹂
が
何
よ
り
も
大
切
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図１　後継者選定状況・親族外承継の現状（中規模法人）

図２　後継者選定状況・親族外承継の現状（小規模法人）

図３　経営者の年代別にみた事業承継の意向
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資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）
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資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）
（注）1.「自分の代で廃業するつもりだ」と回答した者を除いて集計している。

2. 後継者または後継者候補について、「その他」と回答した者を除いて集計している。
3.ここでいう親族内とは、後継者または後継者候補について「配偶者」、「子供」、「子供の配偶者」、
「孫」、「兄弟姉妹」、「その他親族」と回答した者をいう。

資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）
（注）1.「自分の代で廃業するつもりだ」と回答した者を除いて集計している。

2. 後継者または後継者候補について、「その他」と回答した者を除いて集計している。
3.ここでいう親族内とは、後継者または後継者候補について「配偶者」、「子供」、「子供の配偶者」、
「孫」、「兄弟姉妹」、「その他親族」と回答した者をいう。
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図４　組織形態別にみた事業を引き継いだきっかけ

図６　事業を引き継いだ際に問題となったこと（小規模法人）
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（注）：1. 複数回答のため、合計は必ずしも100％にはならない。
2.「その他」、「特にない」は表示していない。
3. 2 代目以降の経営者について集計している。

経営全般 資産 相談相手・支援施策

（注）：1. 複数回答のため、合計は必ずしも100％にはならない。
2. 2 代目以降の経営者と回答した者を集計している。
3.ここでいう親族内承継とは、先代経営者との関係について「配偶者」、「子供」、「子供の配偶者」、「孫」、
「兄弟姉妹」、「その他親族」と回答した者をいう。また、ここでいう親族外承継とは、先代経営者との
関係について「親族以外の役員」、「親族以外の従業員」と回答した者をいう。先代経営者との関係
について「その他」と回答した者を除外して集計している。

4.「その他」、｢特にない」の項目は表示していない。

資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）

図５　事業を引き継いだ際に問題となったこと（中規模法人）

（注）：1.「中規模法人」は中規模法人向け調査を集計、「小規模法人」は小規模事業者向け調査を集計している。
2. 2 代目以降の経営者と回答した者を集計している。

資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）

資料：中小企業庁委託「企業経営の継続に関するアンケート調査」（2016 年 11月、㈱東京商工リサーチ）
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▼
今
年
も
猛

暑
に
見
舞
わ

れ
た
日
本
列

島
︒そ
の
中
︑

帰
省
客
で
ご

っ
た
返
す
東
京
駅
︒
８
月
の
お
盆
休
み
の
時

期
は
︑
構
内
を
移
動
す
る
だ
け
で
体
力
を
消

耗
し
ま
す
︒
人
の
流
れ
は
脈
略
が
な
く
︑
予

想
だ
に
出
来
ま
せ
ん
︒
▼
足
下
が
見
え
な
い

中
で
︑
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
が
縦
横
無
尽
に
動

く
様
に
︑
恐
怖
す
ら
感
じ
ま
す
︒
気
持
ち
が

故
郷
に
一
直
線
の
た
め
︑
そ
の
勢
い
は
誰
に

も
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
︒
▼
中
で
も
外
国
人

は
︑
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
︑
そ
し
て

特
大
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
押
し
て
い
ま
す
︒

き
っ
と
寸
暇
を
惜
し
み
日
本
各
地
を
訪
れ
る

の
で
し
ょ
う
︒
ま
さ
に
人
民
大
移
動
で
す
︒

﹁
東
洋
の
神
秘
﹂
と
呼
ば
れ
る
日
本
に
︑
か

つ
て
見
た
こ
と
も
な
い
多
国
籍
の
外
国
人
が

多
数
来
日
し
て
い
ま
す
︒
▼
最
近
で
は
︑
そ

の
外
国
人
の
お
目
当
て
の
ひ
と
つ
が﹁
農
泊
﹂

で
す
︒
大
都
会
か
ら
離
れ
て
︑
原
風
景
の
残

る
山
村
に
泊
ま
り
︑
農
業
を
実
体
験
す
る
と

い
う
も
の
で
す
︒
宿
泊
先
の
古
民
家
に
到
着

後
︑
日
本
独
自
の
浴
衣
に
着
替
え
︑
木
製
の

風
呂
に
入
り
︑
廊
下
に
座
り
夕
涼
み
︒
川
魚

や
山
菜
な
ど
地
物
を
使
っ
た
夕
食
に
舌
鼓
を

う
ち
︑
畳
に
敷
か
れ
た
蒲
団
で
の
睡
眠
は
︑

快
適
で
評
判
だ
そ
う
で
す
︒
▼
翌
日
早
朝
︑

田
植
え
の
衣
装
に
着
替
え
水
田
に
︑
慣
れ
な

い
作
業
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
︑
何
の
そ
の
︒

一
汗
か
い
た
後
の
昼
食
は
︑
畦
道
に
敷
い
た

ゴ
ザ
に
座
り
︑
お
に
ぎ
り
と
漬
物
な
ど
を
頬

張
り
ま
す
︒
こ
こ
で
も
微
笑
み
が
絶
え
ま
せ

ん
︒
い
つ
の
間
に
か
外
国
人
を
取
り
巻
く
よ

う
に
多
く
の
村
民
が
集
っ
て
い
ま
し
た
︒
異

国
の
地
で
の
人
間
と
人
間
の
触
れ
合
い
に
感

動
を
覚
え
た
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
村
民

の
平
均
年
齢
が
70
代
前
半
で
︑
将
来
村
を

担
う
人
手
が
減
少
の
一
途
と
い
う
︑
い
わ
ゆ

る
﹁
限
界
集
落
﹂
が
い
か
に
消
滅
せ
ず
に
外

部
の
人
間
を
あ
の
手
こ
の
手
で
呼
び
込
む

か
︒
私
な
ら
ず
と
も
興
味
津
々
で
す
︒
▼
私

が
埼
玉
県
熊
谷
市
に
移
り
住
ん
だ
頃
︑
半

径
３
０
０
㍍
以
内
に
牛
舎
が
２
つ
あ
り
ま
し

た
︒
い
ず
れ
も
小
川
の
傍
に
あ
り
15
頭
ほ
ど

の
乳
牛
が
い
ま
し
た
︒
牛
舎
独
特
の
匂
い
は

さ
て
お
き
︑
乳
牛
の
つ
ぶ
ら
な
眼
に
癒
さ
れ

た
も
の
で
す
︒
▼
丁
度
︑
散
歩
の
途
中
に
牛

舎
の
前
で
足
を
止
め
て
見
て
い
た
ら
︑﹁
中

を
見
て
い
く
か
い
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒﹁
そ

れ
で
は
﹂
と
い
う
こ
と
で
拝
見
し
ま
し
た

が
︑
中
は
か
な
り
狭
く
︑
空
気
の
循
環
も
悪

く
厳
し
い
状
態
で
し
た
︒
一
頭
一
頭
が
何
か

を
訴
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
私
の
眼
を
見
て

い
ま
し
た
︒
そ
れ
は
﹁
癒
し
の
眼
﹂
で
は
な

く
︑
家
畜
に
生
ま
れ
た
悔
し
さ
の
眼
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
熊
谷
に
移
り
住
ん

で
間
も
な
く
︑
２
つ
の
牛
舎
に
迫
る
勢
い
で

住
宅
が
建
ち
は
じ
め
︑
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ

う
に
牛
舎
は
無
く
な
り
ま
し
た
︒
あ
の
牛
達

は
何
処
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
︒
悲
し
い
運
命

で
あ
り
切
な
さ
を
感
じ
ま
す
︒
▼
徐
々
に
田

圃
が
埋
め
立
て
ら
れ
︑
そ
こ
に
新
築
の
一
戸

建
住
宅
が
林
立
す
る
中
で
︑
空
き
家
が
増
え

る
一
方
で
す
︒
全
国
に
は
現
在
約
８
２
０
万

戸
の
空
き
家
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

私
も
︑
通
勤
途
中
に
空
き
家
の
横
を
通
り
ま

す
が
︑
庭
に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
︑
建
物
が

朽
ち
果
て
る
一
方
の
家
か
ら
は
︑
得
も
言
わ

れ
ぬ
乾
い
た
空
気
を
感
じ
ま
す
︒
深
夜
に
そ

の
空
き
家
の
横
を
通
る
と
︑
時
に
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
た
２
階
の
部
屋
か
ら
︑
光
る
眼
が
こ

ち
ら
を
見
て
い
る
気
が
し
ま
す
︒
誰
に
も
気

付
か
れ
ず
に
孤
独
死
し
た
魂
だ
け
が
闇
の
中

で
彷
徨
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
︒
そ
れ
は
ゴ

ル
フ
場
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
芝
に
深
く
抉
ら
れ

た
デ
ィ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
で
す
︒
故
人
の
強
い

思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
幾
重
に
も
伝
わ
る
暗
闇

の
﹁
土
中
の
穴
﹂
そ
の
も
の
で
す
︒
▼
米
国

映
画
﹁
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
﹂

で
有
名
な
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
が

主
演
し
た
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
製
作
の

﹁
さ
ま
よ
う
魂
た
ち
﹂
に
描
か
れ
て
い
る
︑

交
通
事
故
で
幽
霊
と
交
信
出
来
る
能
力
を

身
に
付
け
た
主
人
公
が
︑
現
世
で
魂
が
滅
び

な
が
ら
次
世
に
行
け
な
い
幽
霊
た
ち
と
共
謀

し
て
死
神
と
闘
う
超
常
現
象
に
︑
我
を
忘
れ

ス
ク
リ
ー
ン
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
︒
▼
夏
の
こ
の
時
期
︑
身
近
な

場
所
に
魂
た
ち
が
彷
徨
っ
て
い
る
現
実
を
否

定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
︒
か
く
言
う
私

自
身
︑
成
仏
せ
ず
現
世
を
彷
徨
う
魂
の
叫

び
を
体
験
し
た
一
人
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・9・1

こ
ち
ら
広
報
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な仕
事に携わる女性をとりあげるこ
のコーナー。第 14 回目は、「キ
ャリアカードライバー（トレーラ
による商品車輸送）」のお仕
事です。 東奥陸送㈱岩手営
業所（岩手県金ケ崎町）の
打野久美子さんが登場します。

第１4回 「キャリアカードライバー（トレーラによる商品車輸送）」打野 久美子さん（東奥陸送㈱・岩手県）

5:50
　出社。車両点
検（写真①）の
あと、点呼を行う。
アルコールチェッ
ク、血圧測定（写
真②）で健康状
態もしっかり確認。

6:10
　会社を出発（写
真③）。

6:20
　荷主先の自動
車工場へ到着。
切り返しなしで見
事に駐車（写真
④）。商品車 6台
の積込作業を開
始。

7:15
　積込が完了次
第出発。

8:30
　東北道・岩手
山サービスエリア
（SA）で休憩。
このタイミングで朝
食をとることも。

9:00
　納品先へ向け出発。

11:00
　青森県平川市
にある納品先へ
到着、荷卸しを
行う（写真⑤）。
1 台 1 台丁寧に
洗車してから納
品する（写真⑥）。

11:50
　荷卸しが完了
次第納品先を出
発。

13:00
　東北道・花輪
SAで昼食。打
野さんがこの日食
べたのは、ご当
地メニューの「冷やし稲庭うどん」。東北道でイチオシの
SAグルメは、花輪 SAの「みそチーズたんぽ」（甘いみ
そとチーズを塗って焼いたきりたんぽ）とのこと。

15:00
　帰社。洗車、帰庫点検、日報提出を済ませ、終業点
呼を行う。

15:30
　退社。

打野さんのある１日の仕事の流れ

トレーラ／キャリアカーに乗るため、転職・転居！
あらゆる種類の車を乗りこなす技術に周囲も太鼓判

・以前はガソリンスタンドで勤務。常連客だった大型ダンプに乗務する
女性ドライバーの姿に憧れ、24 歳で大型免許を取得。「トラックドラ
イバーになりたい」という思いが高じ、5年前、ついにトラックドライ
バーに。中型トラックで中古車を運ぶ仕事をしている際に、車を運
ぶ仕事の楽しさに目覚めるとともに、「トレーラに乗りたい」という思
いが芽生え、働きながらけん引免許を取得。
・昨年 10月、東奥陸送㈱岩手営業所の「トレーラで車を運ぶことの
できる、未経験者歓迎の求人」を見つけ応募。採用後、営業所
の近くへ転居し、翌月から勤務。雪深く大変な冬期の研修を無事
にクリアし、今年 1月にひとり立ち。
・運転時に心がけているのは、ラジオを聞くこと。「事故や通行止め
の情報を得るにはラジオが一番」という、研修の指導を担当した「師
匠」の教えに従い、安全運行のための情報収集を実践している。

・仕事も趣味も「運転」。マイカーで岩手から伊勢神宮まで初詣に行
ったことも。「ドライブの際は好きな音楽をかけて、時にはひとりカラ
オケ状態で運転したりします（笑）」。

 担当業務：トレーラによる商品車輸送
 勤続年数： 10 か月
 取得資格：�大型自動車免許、けん引免許、

乙種第４類危険物取扱者

打野さんはこんな人！
　新人としてはかな
り速いペースで仕事
を覚えており、「でき
るドライバーだな」
と評価しています。
　トレーラへの乗務
は未経験でしたが、
大型ドライバーの経
験があることもあっ
てか、入社当初か
ら、同時期に入っ
た新人たちのうちでもずば抜けて仕事ができるという印象で
した。覚えがよく、教わったことは確実にこなすことができま
すし、私たちベテランと大差ないぐらいの内容で作業を行い、
ほとんど同じぐらいの時間にちゃんと戻ってくることができま
す。どこへ行っても通用するレベルには達していると思いま
すので、入社 10 か月とはいえ、打野はもう立派な「一人
前のキャリアカードライバー」です。
� （東奥陸送㈱岩手営業所　高橋充尚さん）

　町内の女性の定住人口と、女性の大型トラック
ドライバーの増加を図る目的で実施されている「金
ケ崎町トラガール育成補助金」は、町内の貨物
自動車運送事業者が、町外から女性トラックドラ
イバーを正社員として採用し、かつ同町へ転居す
る場合に交付される助成金で、平成 28 年度に
開始。助成額は正社員１人につき60 万円で、
打野さんは「金ケ崎町育成トラガール第１号」と
して認定されている。

高橋さん㊧と打野さん㊨

金ケ崎町独自の助成制度！ 
「トラガール育成補助金」とは？

打野さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

吉岡九二弘
岩手営業所長 兼
営業統括部長

東奥陸送 株式会社
岩手営業所

［代表取締役社長　杉田 忠敬］
岩手営業所所在地	岩手県胆沢郡金ケ崎町西根中ノ町 89-1
資本金	 2,000 万円
設立	 昭和 43 年
従業員数	 24 人（ドライバー22 人、うち女性１人）
車両数	 12 台（大型トラック１台、トレーラ11 台）

「仕事の吸収力」に秀でた未経験者を積極的に採用吉岡所長に
訊く！

　当営業所のドライバーは、約 3分の 2が未経験採用で入社しています。商品
車輸送において、例えば積込を行う場合、1台につき約 210 項目もの作業手順が
あり、その手順は車種によって異なります。あらゆる車種に関する細かな取扱手順
を頭で理解し、身体で覚える必要があるキャリアカードライバーに必要なのは、「仕
事を覚える吸収力」であり、その力を備えた人材こそが未経験者であると私は考
えています。
　また、当営業所には女性ドライバーが在籍していたことがなく、かねがね女性ドライバーを採
用したいと思っていたところに、「大型ドライバー経験はあるがトレーラへの乗務は未経験」とい
う打野からの応募がありました。当時居
住していた滝沢市からこちらへ転居して
でもこの仕事がしたい、という彼女の強
い意志が採用の決め手です。運転技術

も高く、荷主先からもお褒めの言葉をいただいています。
　当営業所のある胆沢郡金ケ崎町には、独自の助成制度「トラガー
ル育成補助金」（※別項参照）があり、打野はその第 1号ドライバー
になりました。彼女の明るくハキハキとした仕事ぶりが、会社全体を明
るくしてくれています。

打
う ち の

野 久
く み こ

美子さん

②

①

③

④

⑥

⑤

　打野さんの運転するキャリ
アカーは、上段に３台、下段
に３台が積載できる６台積
み。その作業手順をリポート
する。

　キャビンから降りてグローブをはめ、輪止めをする。
ひとつずつの動作を、指差
呼称しながら確認していく。
まずは収納されていた道板を
出して車両最後部に装着。
道板の先端には、車を載せ
る際の、車と道板の間隔を

確保するためのゴム板を置く。
　油圧シリンダーのボタンを
操作して、最後輪のタイヤ2
つを外側に出し、車を積み込
みやすいようにする。上段の
フロアを傾け、上段から道板
の下までがきれいなスロープ
になるようにする（写真Ａ）。

　ドライバーは、その日積載
する6 台の車種を考慮して
上下段への積載順を考え、
商品車を広大なヤードへ探し
にいく。目的の車両の前に
着いたら、車両のフロントガ

ラス内部に貼られた車体番号を照合。それが終わったら
車に乗り込み、キャリアカー
の停車場所まで運転して運
んでいく。タイヤが道板の中
央に来るようにバックでぴた
りと車をつけてから（写真
Ｂ）、降車。車の前にまわり

close-up! 手順の細やかさと正確さが求められるキャリアカーへの積込作業！
こんで、まっすぐ積み込むこ
とができるか、車の幅がキャ
リアカーの積込スペースにき
れいにおさまっているかどう
かを目視で確認する（写真
Ｃ）。

　
　確認後、車の向きを考慮
して前進ないしバックで乗り
上げ（写真Ｄ）、最後は微調
整を加えながら車を載せ、停
める。この日は、クラスの異
なる4 車種を積載する運行
であったため、1 台ごとに車幅を確認。次の車を載せる
ため、フロアにカーストッパーをセットする（写真Ｅ）。

　上段に 3 台の車を乗せ終
わると、各車両の前 2か所
・後ろ 2か所をワイヤーで固
定。ワイヤーをフックにかけ、
ジャッキで締め上げて固定し
ていく（写真Ｆ）。お客様に
ひとつも傷のない新車を届け
るために、細心の注意を払
いながら固縛する。

　上段を積み終えたら、上段
フロアの落下を防止するため

のピンを下段の柱に差し込んで固定（写真Ｇ）。上段と
同様に、フロアを操作しながら積込作業を行う。下段の
3 台も積み終え、全ての車
両を固縛し終えたら、ボタン
を押して最後輪のタイヤを収
納（写真Ｈ・Ｉ）したあと、
道板を取り外して格納（写真
Ｊ）。
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時の死亡事故
右折

右・左折時には歩行者・自転車に注意!右・左折時には歩行者・自転車に注意!左折巻き込み事故ゼロをめざして左折巻き込み事故ゼロをめざして

全日本トラック協会では、「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として
安全運行の確保に積極的に取り組みます。

全体 高速道路

平成2９年

追突死亡事故ゼロをめざして追突死亡事故ゼロをめざして 車間距離・制限速度・健康管理がポイント！車間距離・制限速度・健康管理がポイント！

９割が歩行者

0
2 １0

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター ※四捨五入のため合計は必ずしも100にならない

9月21日    ～30日木 土    まで

死亡事故の

11

0

死亡事故件数
308件

（平成27年）

死亡事故件数
258件

（平成28年）

131件
51％

131件
51％

62件
24％

31件
12％
31件
12％

31件
12％
31件
12％

その他その他

追突追突

44件
17％

自転車
1件

自転車
1件

歩行者
13件

事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成28年）

追突
52.3％

正面衝突 1.3％

人対車両 （その他）
　　2.4％

車両単独 1.2％

車両相互（その他） 
5.9％

右折時衝突 
5.2％

左折時衝突 
6.0％

後退時衝突 
3.7％

横断中 3.8％

進路変更時衝突
 4.5％

追越・追抜時衝突
 4.2％

出会い頭衝突
9.5％

交差点－対自転車

1

秋の全国交通安全運動
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3

9 10

1
3

0

対自転車
19 件が

対歩行者
 7 件中

60～98

歩行者
5件

歩行者
7件

大型車
19件

※死亡事故件数は事業用貨物自動車を第1当事者とするもの（軽を除く）

8 は大型車

の普及を促進
車両総重量8トン未満 の事業用トラックを対象とした全ト協助成事業を実施中

衝突被害軽減ブレーキ搭載車

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上 の事業用トラックを対象とした全ト協助成事業を実施中

装着車の普及を促進車載カメラ (　　　　　　　   )

追突
69.7％

追突
69.7％進路変更時衝突

１２.７％

追越・追抜時衝突
４.６％

車両相互（その他）
6.7％

後退時衝突
1.1％

左折時衝突
0.3％

駐車車両
1.4％

工作物衝突
(防護柵等)
1.２％

工作物衝突
(分離帯)
0.5％  0.9％

人対車両(その他) 0.7％

横断中 0.3％

車両単独（その他)

時の死亡事故
7割が自転車左折

事故件数
14,600件
（平成28年）

事故件数
14,600件
（平成28年）

車両相互 92.6％ 車両相互 95.1％

車両単独 1.2％車両単独 1.2％ 車両単独 4.0％車両単独 4.0％ 人対車両 0.9％人対車両 0.9％

事故件数
1,383件
（平成28年）

事故件数
1,383件
（平成28年）

21件
8％

21件
8％

33
交差点交差点

割は割は

人対車両 6.2％人対車両 6.2％

大型車
3件

交差点－対その他

すべて大型車 3 件大型車

割

交差点－対歩行者

停車中の車両への
  追突が56%
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　問題は、1ページから30ページまでの30問です。
　答えを記入の際は、各問題の設問の指示に従い解答して下さい。
　なお、解答にあたっては、各問及び各選択肢に記載された事項以外は、考慮し
ないものとして下さい。
　また、設問で求める数と異なる数の解答をしたもの、及び複数の解答を求める
問題で一部不正解のものは、正解としません。

   ※問題文は原文のまま掲載しています。

1 .    貨物自動車運送事業法関係
問 1　貨物自動車運送事業に関する次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、
解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記
載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．貨物自動車運送事業とは、一般貨物自動車運送事業、特定貨物自動車運送事
業、貨物軽自動車運送事業及び貨物自動車利用運送事業をいう。
　2．一般貨物自動車運送事業とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車（三輪以
上の軽自動車及び二輪の自動車を除く。）を使用して貨物を運送する事業であって、
特定貨物自動車運送事業以外のものをいう。
　3．貨物軽自動車運送事業とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車（三輪以上
の軽自動車及び二輪の自動車に限る。）を使用して貨物を運送する事業をいう。
　4．貨物自動車利用運送とは、一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送
事業を経営する者が他の一般貨物自動車運送事業又は特定貨物自動車運送事業を
経営する者の行う運送（自動車を使用して行う貨物の運送に係るものに限る。）を利用
してする貨物の運送をいう。

問 2　次の記述のうち、一般貨物自動車運送事業者が貨物自動車運送事業法の規
定より公表すべきとされている輸送の安全に係る事項として誤っているものを１つ選
び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。

　1．輸送の安全に関する基本的な方針
　2．輸送の安全に関する目標及びその達成状況
　3．選任されている運行管理者の数
　4．自動車事故報告規則第 2 条に規定する事故に関する統計

問 3　次の記述のうち、貨物自動車運送事業の運行管理者の行わなければならない
業務として正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、
解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．運転者に対して点呼を行い、報告を求め、確認を行い、及び指示をしたときは、
運転者ごとに点呼を行った旨、報告、確認及び指示の内容並びに次に掲げる事項を
記録し、かつ、その記録を 1 年間保存すること。
　一　点呼を行った者及び点呼を受けた運転者の氏名
　二　点呼を受けた運転者が乗務する事業用自動車の自動車登録番号その他の当
　　　該事業用自動車を識別できる表示
　三　点呼の日時
　四　点呼の方法
　五　その他必要な事項

　2．事業用自動車の保管の用に供する自動車車庫を適切に確保し、管理すること。
　3．法令の規定により、運転者として常時選任するため新たに雇い入れた者であっ
て当該貨物自動車運送事業者において初めて事業用自動車に乗務する前 3 年間に初
任診断（初任運転者のための適性診断として国土交通大臣が認定したもの。）を受診
したことがない者に対して、当該診断を受診させること。

　4．法令に規定する運行管理者資格者証を有する者又は国土交通大臣が告示で定
める運行の管理に関する講習であって国土交通大臣の認定を受けたもの（基礎講習）
を修了した者のうちから、運行管理者の業務を補助させるための者（補助者）を選任
すること並びにその者に対する指導及び監督を行うこと。

問 4　貨物自動車運送事業の事業用自動車の運転者に対する点呼についての次の文
中、A、B、C、D に入るべき字句としていずれか正しいものを 1 つ選び、解答用紙の
該当する欄にマークしなさい。

　1．貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の乗務を開始しようとする運転者に対
し、対面（運行上やむを得ない場合は電話その他の方法。以下同じ。）により点呼を行
い、次に掲げる事項について報告を求め、及び A を行い、並びに事業用自動車
の運行の安全を確保するために B をしなければならない。
　一　酒気帯びの有無
　二　疾病、疲労その他の理由により安全な運転をすることができないおそれの有無
　三　道路運送車両法第 47 条の 2 第 1 項及び第 2 項の規定による点検の実施又は  
　　   その確認
　2．貨物自動車運送事業者は、事業用自動車の乗務を終了した運転者に対し、対
面により点呼を行い、当該乗務に係る事業用自動車、道路及び C 並びに他の運
転者と交替した場合にあっては法令の規定による D について報告を求め、及び酒
気帯びの有無について確認を行わなければならない。

　A 　l．指導		  2．確認
　B 　l．必要な指示	 2．適切な助言
　C 　l．運行の状況	 2．貨物の積載状況
　D 　l．通告		  2．乗務する運転者の健康状態

問 5　次の自動車事故に関する記述のうち、一般貨物自動車運送事業者が自動車事
故報告規則に基づき国土交通大臣への報告を要するものを 2 つ選び、解答用紙の該
当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事
項以外は考慮しないものとする。

　1．事業用自動車の運転者がハンドル操作を誤り、当該自動車が車道と歩道の区
別がない道路を逸脱し、当該道路との落差が 0.3メートルの畑に転落した。
　2．事業用自動車の運転者がハンドル操作を誤り、当該自動車が道路の側壁に衝
突した。その衝撃により積載されていた消防法第 2 条第 7 項に規定する危険物であ
る灯油の一部が道路に漏えいした。
　3．事業用自動車を含む 10 台の自動車が衝突し、この事故で５名が負傷した。
　4．事業用自動車が右折の際、原動機付自転車と接触し、当該原動機付自転車が
転倒した。この事故で、原動機付自転車の運転者に通院による 30日間の医師の治
療を要する傷害を生じさせた。

問 6　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の事業用自動車の運行
等の記録に関する次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する
欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以
外は考慮しないものとする。

　1．事業者は、車両総重量が 8トン以上又は最大積載量が 5トン以上の普通自動

車である事業用自動車に運転者を乗務させた場合にあっては、当該乗務を行った運
転者ごとに貨物の積載状況を「乗務等の記録」に記録させなければならない。
　2．事業者が、貨物自動車運送事業輸送安全規則に定める「事故の記録」として記
録しなければならない事故とは、死者又は負傷者を生じさせたものと定められており、
物損事故については、当該記録をしなければならないものに該当しない。
　3．事業者は、運行管理者の職務及び権限、統括運行管理者を選任しなければな
らない営業所にあってはその職務及び権限並びに事業用自動車の運行の安全の確保
に関する業務の処理基準に関する規程（運行管理規程）を定めなければならない。
　4．事業者は、乗務前及び乗務後の点呼のいずれも対面（輸送の安全の確保に関す
る取組が優良であると認められる営業所において、点呼を行う場合にあっては、国土
交通大臣が定めた機器による方法を含む。）で行うことができない乗務を含む運行ごと
に、所定の事項を記載した運行指示書を作成し、これにより運転者に対し適切な指
示を行い、及びこれを当該運転者に携行させなければならない。

問 7　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の事業用自動車の運行
の安全を確保するために、国土交通省告示等に基づき運転者に対して行わなければな
らない指導監督及び特定の運転者に対して行わなければならない特別な指導に関す
る次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしな
さい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないも
のとする。

　1．事業者は、事業用自動車に備えられた非常信号用具及び消火器の取扱いについ
て、当該事業用自動車の乗務員に対する適切な指導を行うこと。
　2．事業者は、初任運転者等に対し特別な指導を実施した場合は、法令に基づき、
指導を実施した年月日及び指導の具体的内容を運転者台帳に記載するか、又は、指
導を実施した年月日を運転者台帳に記載したうえで指導の具体的内容を記録した書面
を運転者台帳に添付すること。
　3．事業者は、事故惹起運転者に対する特別な指導については、やむを得ない事
情がある場合又は外部の専門的機関における指導講習を受講する予定である場合を
除き、当該交通事故を引き起こした後、再度事業用自動車に乗務を開始した後 1 ヵ
月以内に実施すること。
　4．事業者は、軽傷者（法令で定める傷害を受けた者）を生じた交通事故を起こし、
かつ、当該事故前の 3 年間に交通事故を引き起こした運転者に対し、国土交通大
臣が告示で定める適性診断であって国土交通大臣の認定を受けたものを受診させる
こと。

問 8　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の法令に規定する輸送
の安全の確保等に関する次の記述のうち、正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当
する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項
以外は考慮しないものとする。

　1．事業者は、運転者が長距離運転又は夜間の運転に従事する場合であって、疲
労等により安全な運転を継続することができないおそれがあるときは、あらかじめ、
当該運転者と交替するための運転者を配置しておかなければならない。
　2．事業者は、休憩又は睡眠のための時間及び勤務が終了した後の休息のための時
間が十分に確保されるように、国土交通大臣が告示で定める基準に従って、運転者の
勤務日数及び乗務距離を定め、当該運転者にこれらを遵守させなければならない。
　3．一の営業所において複数の運行管理者を選任する事業者は、それらの業務を
統括する運行管理者（以下「統括運行管理者」という。）を選任することができる。
　4．事業者は、死者又は重傷者（法令で定める傷害を受けた者）を生じた事故を引
き起こした場合には、これに係る営業所に属する運行管理者（統括運行管理者が選任
されている場合にあっては、統括運行管理者及び当該事故について相当の責任を有す
る者として運輸支局長等が指定した運行管理者）に、事故があった日（運輸支局長等
の指定を受けた運行管理者にあっては、当該指定の日）から１年（やむを得ない理由
がある場合にあっては、１年６ヵ月）以内においてできる限り速やかに特別講習を受講
させなければならない。

2 ．      道路運送車両法関係
問 9　自動車の登録等についての次の記述のうち、正しいものを２つ選び、解答用
紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されて
いる事項以外は考慮しないものとする。

　1．登録自動車の所有者は、当該自動車が滅失し、解体し（整備又は改造のため
に解体する場合を除く。）、又は自動車の用途を廃止したときは、その事由があった日
（使用済自動車の解体である場合には解体報告記録がなされたことを知った日）か
ら15 日以内に、永久抹消登録の申請をしなければならない。
　2．臨時運行許可証の有効期間が満了したときは、その日から15 日以内に、当該
臨時運行許可証及び臨時運行許可番号標を行政庁に返納しなければならない。
　3．自動車の所有者は、当該自動車の使用の本拠の位置に変更があったときは、
道路運送車両法で定める場合を除き、その事由があった日から 30日以内に、国土
交通大臣の行う変更登録の申請をしなければならない。
　4．何人も、国土交通大臣若しくは封印取付受託者が取付けをした封印又はこれら
の者が封印の取付けをした自動車登録番号標は、これを取り外してはならない。ただ
し、整備のため特に必要があるときその他の国土交通省令で定めるやむを得ない事
由に該当するときは、この限りでない。

問10　自動車の検査等についての次の記述のうち、誤っているものを１つ選び、解答
用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載され
ている事項以外は考慮しないものとする。

　1．自動車の使用者は、自動車検査証の記載事項について変更があったときは、
法令で定める場合を除き、その事由があった日から15 日以内に、当該事項の変更に
ついて、国土交通大臣が行う自動車検査証の記入を受けなければならない。
　2．国土交通大臣は、継続検査の結果、自動車が道路運送車両の保安基準に適合
しないと認めるときは、当該自動車の自動車検査証を使用者に返付しないものとする。
　3．自動車運送事業の用に供する自動車は、自動車検査証を当該自動車又は当該
自動車の所属する営業所に備え付けなければ、運行の用に供してはならない。
　4．何人も、国土交通大臣の行う検査を受け、有効な自動車検査証の交付を受け
ている自動車について、自動車又はその部分の改造、装置の取付け又は取り外しそ
の他これらに類する行為であって、当該自動車が道路運送車両の保安基準に適合し
ないこととなるものを行ってはならない。

問11　自動車の点検整備等に関する次のア、イ、ウ、エの文中、A、B、C、D に入
るべき字句としていずれか正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークし
なさい。

　ア　自動車の A は、自動車の点検をし、及び必要に応じ整備をすることにより、
当該自動車を道路運送車両の保安基準に適合するように維持しなければならない。

　イ　自動車運送事業の用に供する自動車の使用者又は当該自動車を運行する者は、
B 、その運行の開始前において、国土交通省令で定める技術上の基準により、

自動車を点検しなければならない。

　ウ　自動車運送事業の用に供する自動車の使用者は、 C ごとに国土交通省令

で定める技術上の基準により、自動車を点検しなければならない。
　エ　自動車運送事業の用に供する自動車の日常点検の結果に基づく運行可否の決
定は、自動車の使用者より与えられた権限に基づき、 D が行わなければならない。

　A 　l．所有者		  2．使用者
　B　 l．必要に応じ	 2．１日１回
　C　 l．３ヵ月		  2．６ヵ月
　D　  l．運行管理者	 2．整備管理者

問12　道路運送車両の保安基準及びその細目を定める告示についての次の記述のう
ち、誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解
答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．自動車（法令に規定する自動車を除く。）の前面（被牽引自動車の前面に限る。）、
両側面及び後面には、光を光源方向に効果的に反射することにより夜間に自動車の
前方（被牽引自動車の前方に限る。）、側方又は後方にある他の交通に当該自動車の
長さ又は幅を示すことができるものとして、反射光の色、明るさ、反射部の形状等に
関し告示で定める基準に適合する再帰反射材を備えることができる。
　2．自動車（法令に規定する自動車を除く。）の後面には、他の自動車が追突した
場合に追突した自動車の車体前部が突入することを有効に防止することができるもの
として、強度、形状等に関し告示で定める基準に適合する突入防止装置を備えなけ
ればならない。ただし、告示で定める構造の自動車にあっては、この限りでない。
　3．自動車は、告示で定める方法により測定した場合において、長さ（セミトレーラ
にあっては、連結装置中心から当該セミトレーラの後端までの水平距離）12 メートル、
幅2 .6メートル、高さ3.8メートルを超えてはならない。
　4．自動車に備えなければならない非常信号用具は、夜間 200 メートルの距離か
ら確認できる赤色の灯光を発するものでなければならない。

3 ．        道路交通法関係
問13　車両の交通方法等についての次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、
解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記
載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．車両は、歩道と車道の区別のない道路を通行する場合その他の場合において、
歩行者の側方を通過するときは、これとの間に安全な間隔を保ち、又は徐行しなけ
ればならない。
　2．車両は、車両通行帯の設けられた道路において、道路標識等により法令に規
定する通行の区分と異なる通行の区分が指定されているときは、当該通行の区分に
従い、当該車両通行帯を通行しなければならない。
　3．車両は、道路の中央から左の部分の幅員が 6 メートルに満たない道路において、
他の車両を追い越そうとするとき（道路の中央から右の部分を見とおすことができ、
かつ、反対の方向からの交通を妨げるおそれがない場合に限るものとし、道路標識
等により追越しのため右側部分にはみ出して通行することが禁止されている場合を除
く。）は、道路の中央から右の部分にその全部又は一部をはみ出して通行することが
できる。
　4．一般乗合旅客自動車運送事業者による路線定期運行の用に供する自動車（以下
「路線バス等」という。）の優先通行帯であることが道路標識等により表示されてい
る車両通行帯が設けられている道路においては、自動車（路線バス等を除く。）は、
後方から路線バス等が接近してきた場合であっても、その路線バス等の正常な運行
に支障を及ぼさない限り、当該車両通行帯を通行することができる。

問14　追越し等についての次の記述のうち、正しいものを２つ選び、解答用紙の該
当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事
項以外は考慮しないものとする。

　1．車両は、法令の規定若しくは警察官の命令により、又は危険を防止するため、
停止し、若しくは停止しようとして徐行している車両等に追いついたときは、その前
方にある車両等の側方を通過して当該車両等の前方に割り込み、又はその前方を横
切ってはならない。
　2．車両は、道路標識等により追越しが禁止されている道路の部分においても、前
方を進行している原動機付自転車は追い越すことができる。
　3．車両等は、同一の進路を進行している他の車両等の直後を進行するときは、そ
の直前の車両等が急に停止したときにおいてもこれに追突するのを避けることができ
るため必要な距離を、これから保たなければならない。
　4．車両は、道路のまがりかど附近、上り坂の頂上附近又は勾配の急な下り坂の道
路の部分においては、前方が見とおせる場合を除き、他の車両（軽車両を除く。）を
追い越すため、進路を変更し、又は前車の側方を通過してはならない。

問15　道路交通法に定める交通事故の場合の措置についての次の文中、A、B、C、
D に入るべき字句としていずれか正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマ
ークしなさい。

　交通事故があったときは、当該交通事故に係る車両等の運転者その他の乗務員は、
直ちに車両等の運転を停止して、 A し、道路における B する等必要な措置を
講じなければならない。この場合において、当該車両等の運転者（運転者が死亡し、
又は負傷したためやむを得ないときは、その他の乗務員）は、警察官が現場にいる
ときは当該警察官に、警察官が現場にいないときは直ちに最寄りの警察署の警察官
に当該交通事故が発生した日時及び場所、当該交通事故における C 及び負傷者
の負傷の程度並びに損壊した物及びその損壊の程度、当該交通事故に係る車両等の
積載物並びに D を報告しなければならない。

　A　1．事故状況を確認			    2．負傷者を救護
　B　1．危険を防止			     2．安全な駐車位置を確保
　C　1．死傷者の数			     2．事故車両の数
　D　1．当該交通事故について講じた措置	   2．同乗者の数

問16　停車及び駐車等についての次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解
答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載
されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．車両は、交差点の側端又は道路のまがりかどから 5 メートル以内の道路の部分
においては、法令の規定若しくは警察官の命令により、又は危険を防止するため一
時停止する場合のほか、停車し、又は駐車してはならない。

　2．車両は、人の乗降、貨物の積卸し、駐車又は自動車の格納若しくは修理のた
め道路外に設けられた施設又は場所の道路に接する自動車用の出入口から５メート
ル以内の道路の部分においては、駐車してはならない。

　3．車両等は、その進行しようとする進路の前方の車両等の状況により、横断歩道、
自転車横断帯、踏切又は道路標示によって区画された部分に入った場合においてはそ
の部分で停止することとなるおそれがあるときは、これらの部分に入ってはならない。
　4．車両は、消防用機械器具の置場若しくは消防用防火水槽の側端又はこれらの道
路に接する出入口から 5 メートル以内の道路の部分においては、駐車してはならない。

第 1 回
平成29年度 運行管理者試験問題 貨 

物

　平成 29 年度第１回運行管理者試験（貨物）が、８月 27 日（日）に
全国 47 都道府県で実施された。
　試験結果については、９月 26 日（火）午前９時に、合格者の受
験番号が（公財）運行管理者試験センターのホームページ（http://
www.unkan.or.jp/）に掲載される。また、合否結果は「試験結果
通知書」により受験者本人宛てに郵送される。
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問17　車両等の運転者の遵守事項等についての次の記述のうち、正しいものを２つ
選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択
肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．正当な理由がないのに、著しく他人に迷惑を及ぼすこととなる騒音を生じさせる
ような方法で、自動車を急に発進させ、若しくはその速度を急激に増加させ、又は自
動車の原動機の動力を車輪に伝達させないで原動機の回転数を増加させてはならな
い。
　2．車両等に積載している物が道路に転落し、又は飛散したときは、必ず道路管
理者に通報するものとし、当該道路管理者からの指示があるまでは、転落し、又は
飛散した物を除去してはならない。
　3．道路の左側部分に設けられた安全地帯の側方を通過する場合において、当該
安全地帯に歩行者がいるときは、徐行しなければならない。
　4．監護者が付き添わない児童若しくは幼児が歩行しているときは、その側方を離
れて走行するよう努めなければならない。

4 ．        労働基準法関係
問18　労働基準法の定めに関する次の記述のうち、正しいものを２つ選び、解答用
紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されて
いる事項以外は考慮しないものとする。

　1．使用者は、労働者の国籍、信条又は社会的身分を理由として、賃金、労働時
間その他の労働条件について、差別的取扱をしないように努めなければならない。
　2．「平均賃金」とは、これを算定すべき事由の発生した日以前３ヵ月間にその労働
者に対し支払われた賃金の総額を、その期間の所定労働日数で除した金額をいう。
　3．「労働者」とは、職業の種類を問わず、事業又は事務所に使用される者で、賃
金を支払われる者をいう。
　4．「使用者」とは、事業主又は事業の経営担当者その他その事業の労働者に関す
る事項について、事業主のために行為をするすべての者をいう。

問19　労働基準法に定める賃金及び休日等についての次の記述のうち、誤っている
ものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．賃金は、臨時に支払われる賃金、賞与その他これに準ずるもので厚生労働省令
で定める賃金を除き、毎月1 回以上、一定の期日を定めて支払わなければならない。
　2．出来高払制その他の請負制で使用する労働者については、使用者は、労働時
間にかかわらず一定額の賃金の保障をしなければならない。
　3．使用者は、労働者に対して、毎週少くとも1 回の休日を与えなければならない。た
だし、この規定は、4 週間を通じ 4 日以上の休日を与える使用者については適用しない。
　4．使用者は、当該事業場に、労働者の過半数で組織する労働組合がある場合に
おいてはその労働組合、労働者の過半数で組織する労働組合がない場合においては
労働者の過半数を代表する者との書面による協定をし、これを行政官庁に届け出た
場合においては、法定労働時間又は法定休日に関する規定にかかわらず、その協定
で定めるところによって労働時間を延長し、又は休日に労働させることができる。

問20　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」に定める目的等について
の次の文中、A、B、C、D に入るべき字句としていずれか正しいものを１つ選び、解
答用紙の該当する欄にマークしなさい。

　1．この基準は、自動車運転者（労働基準法（以下「法」という。）第 9 条に規定
する労働者であって、 A の運転の業務（厚生労働省労働基準局長が定めるものを
除く。）に主として従事する者をいう。以下同じ。）の労働時間等の改善のための基
準を定めることにより、自動車運転者の労働時間等の B を図ることを目的とする。
　2．労働関係の当事者は、この基準を理由として自動車運転者の C させてはな
らないことはもとより、その向上に努めなければならない。
　3．使用者は、 D その他の事情により、法第 36 条第 1 項の規定に基づき臨時
に労働時間を延長し、又は休日に労働させる場合においても、その時間数又は日数
を少なくするように努めるものとする。

　A　1．二輪以上の自動車　	 2．四輪以上の自動車
　B　1．労働条件の向上　	 2．労働契約の遵守
　C　1．生活環境を悪化　	 2．労働条件を低下
　D　1．季節的繁忙　		  2．運転者不足

問21　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（以下「改善基準」という。）
及び厚生労働省労働基準局長の定める「一般乗用旅客自動車運送事業以外の事業に
従事する自動車運転者の拘束時間及び休息期間の特例について」（以下「特例基準」
という。）に関する次の記述のうち、正しいものを２つ選び、解答用紙の該当する欄
にマークしなさい。ただし、隔日勤務には就いていない場合とする。なお、解答にあ
たっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．使用者は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者（ 以下「トラック運転
者」という。）に労働基準法第 35条の休日に労働させる場合は、当該労働させる休日
は４週間について３回を超えないものとし、当該休日の労働によって改善基準第４条
第１項に定める拘束時間及び最大拘束時間の限度を超えないものとする。
　2．労使当事者は、時間外労働協定においてトラック運転者に係る一定期間につい
ての延長時間について協定するに当たっては、当該一定期間は、２週間及び１ヵ月以
上３ヵ月以内の一定の期間とするものとする。
　3．トラック運転者が勤務の中途においてフェリーに乗船する場合における拘束時
間及び休息期間は、フェリー乗船時間（乗船時刻から下船時刻まで）については、原
則として、休息期間として取り扱うものとし、この休息期間とされた時間を改善基準
第４条の規定及び特例基準により与えるべき休息期間の時間から減ずることができる
ものとする。ただし、その場合においても、減算後の休息期間は、２人乗務の場合
を除き、フェリー下船時刻から勤務終了時刻までの間の時間の２分の１を下回っては
ならない。
　4．使用者は、業務の必要上、トラック運転者（１人乗務の場合）に勤務の終了後
継続８時間以上の休息期間を与えることが困難な場合には、当分の間、一定期間に
おける全勤務回数の２分の１を限度に、休息期間を拘束時間の途中及び拘束時間の
経過直後に分割して与えることができるものとする。この場合において、分割された
休息期間は、１日（始業時刻から起算して 24 時間をいう。）において１回当たり継続４
時間以上、合計８時間以上でなければならないものとする。

問22　下図は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者の運転時間及び休憩
時間の例を示したものである。次の１～４の休憩時間の組合せの中で、連続運転の
中断方法として「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」に適合し、かつ、
当該運行の乗務開始から乗務終了までの拘束時間が最少となるものを１つ選び、解
答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、当該運行は 1 人乗務とし、翌日は休日
とする。

　1．  A：10 分　 B：10 分 　C：15 分 　D：10 分
　2． A：15 分　 B：15 分　 C：20 分 　D：10 分
　3． A：15 分　 B：10 分　 C：15 分　 D：15 分
　4． A：10 分　 B：15 分　 C：15 分　 D：10 分

問23　下表は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者の 1 ヵ月の勤務状況
の例を示したものであるが、「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」に定
める拘束時間及び運転時間に照らし、次の１～４の中から違反している事項を1つ選び、
解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、1 人乗務とし、「1 ヵ月についての拘
束時間の延長に関する労使協定」があり、下表の 1 ヵ月は、当該協定により1 ヵ月に
ついての拘束時間を延長することができる月に該当するものとする。

　1．１日についての拘束時間 15 時間を超える１週間の回数
　2．１ヵ月の拘束時間
　3．    当該５週間のすべての日を特定日とした２日を平均した１日当たりの運転時間
　4．２週間を平均した 1 週間当たりの運転時間

5 ．     実務上の知識及び能力
問24　点呼の実施に関する次の記述のうち、適切なものを 1 つ選び、解答用紙の該
当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事
項以外は考慮しないものとする。

　1． A 営業所（全国貨物自動車運送適正化事業実施機関が認定している安全性優
良事業所でない営業所）では運行管理者が、運転者に対する乗務前点呼はアルコー
ル検知器を使用し対面により行っており、帰庫後の運転者への乗務後点呼は、運行
管理者が営業所に不在の場合には電話で実施している。
　2．事業用自動車の運転者が運行中に道路のガードレールに接触するという物損
事故を起こしたため、警察官の事故処理に立ち会った後に所属する営業所に帰庫した。
乗務後の点呼において、運転者から当該事故の報告を受けたが、物損事故であるこ
とから、点呼記録表に記録しなかった。
　3．複数日にわたる事業用トラックの運行で、２日目は乗務前及び乗務後の点呼の
いずれも対面で行うことができない乗務のため、携帯電話により中間点呼を実施し、
その結果特に問題がなかったので点呼記録表に記録しなかった。しかし、乗務後の
点呼についてはその結果を点呼記録表に記録した。
　4． A 営業所においては、運行管理者は昼間のみの勤務体制となっている。しかし、
運行管理者が不在となる時間帯の点呼が当該営業所における点呼の総回数の 6 割を
超えていないことから、その時間帯における点呼については、事業者が選任した複
数の運行管理者の補助者に実施させている。

問25　一般貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導・監
督に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」の欄に、適切でない
ものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選
択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．時速 36 キロメートルで走行中の自動車の運転者が、前車との追突の危険を認
知しブレーキ操作を行い、ブレーキが効きはじめるまでに要する空走時間を 1 秒間と
し、ブレーキが効きはじめてから停止するまでに走る制動距離を 8 メートルとすると、
当該自動車の停止距離は 13 メートルとなることを指導している。
　2．危険ドラッグ等の薬物を使用して運転した場合には、重大な事故を引き起こす
危険性が高まり、その結果取り返しのつかない被害を生じることもあることから、運
行管理者は、常日頃からこれらの薬物を使用しないよう、運転者等に対し強く指導し
ている。
　3．大雨、大雪、土砂災害などの異常気象時の措置については、異常気象時等処
理要領を作成し運転者全員に周知させておくとともに、運転者とも速やかに連絡がと
れるよう緊急時における連絡体制を整えているので、事業用自動車の運行の中断、
待避所の確保、徐行運転等の運転に関わることについてはすべて運転者の判断に任
せ、中断、待避したときは報告するよう指導している。
　4．実際の事故事例やヒヤリハット事例のドライブレコーダー映像を活用して、事
故前にどのような危険が潜んでいるか、それを回避するにはどのような運転をすべき
かなどを運転者に考えさせる等、実事例に基づいた危険予知訓練を実施している。

問26　運行管理者の日常業務の記録等に関する次の記述のうち、適切なものには
解答用紙の「適」の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークし
なさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しな
いものとする。

　1．運行管理者は、選任された運転者ごとに採用時に提出させた履歴書が、法令
で定める運転者台帳の記載事項の内容を概ね網羅していることから、これを当該台
帳として使用し、索引簿なども作成のうえ、営業所に備え管理をしている。
　2．運行管理者は、運行記録計により記録される「瞬間速度」、「運行距離」及び「運
行時間」等により運転者の運行の実態や車両の運行の実態を分析し、運転者の日常
の乗務を把握し、過労運転の防止及び運行の適正化を図る資料として活用しており、
この運行記録計の記録を 1 年間保存している。
　3．運行管理者は、事業用自動車の運転者として新たに雇い入れた場合には、自
動車安全運転センターが交付する運転記録証明書等により、交通事故歴等を確認し
ている。また、乗務前点呼において運転者に運転免許証の提示を求め、確認している。
　4．運行管理者は、運転者に法令に基づく運行指示書を携行させ、運行させてい
る途中において、自然災害により運行経路の変更を余儀なくされた。このため、当
該運行管理者は、営業所に保管する当該運行指示書の写しにその変更した内容を記
載するとともに、当該運転者に対して電話等により変更の指示を行ったが、携行させ
ている運行指示書については帰庫後提出させ、運行管理者自ら当該変更内容を記載
のうえ保管し、運行の安全確保を図った。

問27　事業用自動車の運転者の健康管理に関する次の記述のうち、適切なものには
解答用紙の「適」の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークし
なさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しな
いものとする。

　1．事業者は、業務に従事する運転者に対し法令で定める健康診断を受診させ、
その結果に基づいて健康診断個人票を作成して５年間保存している。また、運転者
が自ら受けた健康診断の結果についても同様に保存している。
　2．運転者が運転中に安全運転の継続が困難となるような体調不良や異常を感じ
た場合、速やかに安全な場所に事業用自動車を停止させ、運行管理者に連絡し、指
示を受けるよう指導している。また、その後の運行再開の可否については、体調の
状況を運転者が自ら判断し決定するよう指導している。
　3．事業者は、深夜（夜 11 時出庫）を中心とした業務に常時従事する運転者に対し、
法令に定める定期健康診断を 1 年に 1 回、必ず、定期的に受診させるようにしている。
　4．近年、脳卒中や心臓病などに起因した運転中の突然死による事故が増加傾向

にあるが、これらの病気の要因が生活習慣に関係していることから生活習慣病と呼
ばれている。この病気は、暴飲暴食や運動不足などの習慣が積み重なって発病する
ので、定期的な健康診断の結果に基づいて生活習慣の改善を図るよう運転者に対し
呼びかけている。

問28　自動車の運転に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」の
欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解答
にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．自動車のハンドルを左に切り旋回した場合、左側の後輪が左側の前輪の軌跡に
対し内側を通ることとなり、この前後輪の軌跡の差を内輪差という。ホイールベース
の長い大型車ほどこの内輪差が大きくなることから、運転者に対し、交差点での左
折時には、内輪差による歩行者や自転車等との接触、巻き込み事故に注意するよう
指導する必要がある。
　2．前方の自動車を大型車と乗用車から同じ距離で見た場合、それぞれの視界や
見え方が異なり、大型車の場合には運転席が高いため、車間距離をつめてもあまり
危険を感じない傾向となるので、この点に注意して常に適正な車間距離をとるよう運
転者を指導する必要がある。
　3．運転中の車外への脇見だけでなく、車内にある画像表示用装置を注視したり、
スマートフォン等を使用することによって大幅に追突事故等の危険性が増加すること
について、日頃から運転者に対して指導する必要がある。
　4．四輪車を運転する場合、二輪車との衝突事故を防止するための注意点として、
①二輪車は死角に入りやすいため、その存在に気づきにくく、また、②二輪車は速度
が実際より速く感じたり、距離が近くに見えたりする特性がある。したがって、運転
者に対してこのような点に注意するよう指導する必要がある。

問29　交通事故防止対策に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」
の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解
答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1．適性診断は、運転者の運転行動、運転態度及び性格等を客観的に把握し、安
全運転にとって、好ましい方向へ変化するよう動機づけすることにより、運転者自身
の安全意識を向上させるためのものであり、ヒューマンエラーによる交通事故の発生
を未然に防止するための有効な手段となっている。
　2．平成27年中の事業用貨物自動車が第 1 当事者となった人身事故の類型別発生
状況をみると、「出会い頭衝突」が最も多く、全体の約半分を占めており、続いて「追
突」の順となっている。このため、運転者に対し、特に、交差点における一時停止
の確実な履行と安全確認の徹底を指導する必要がある。
　3．平成27年中の交通事故死者数のうち、65歳以上の高齢者の占める割合は、
全体の約 5 割である。このため、運転者に対し、高齢の歩行者などは身体的機能の
低下により危険の発見、回避が遅れることなどを考慮して運転するよう指導する必要
がある。
　4．衝突被害軽減ブレーキは、レーダー等で検知して前方の車両等に衝突する危
険性が生じた場合に運転者にブレーキ操作を行うよう促し、さらに衝突する可能性
が高くなると自動的にブレーキが作動し、衝突による被害を軽減させるためのもので
ある。当該ブレーキが備えられている自動車に乗務する運転者に対しては、当該ブ
レーキの機能等を正しく理解させる必要がある。

問30　荷主から貨物自動車運送事業者に対し、B 地点で荷積みをし、C 地点に 11
時半頃を目標に到着させるよう運送の依頼があった。これを受けて、運行管理者と
して運転者に対し当該運送の指示をするため、次に示す「当日の運行計画を策定す
るための前提条件」に基づき運行計画を立てた。
　この運行に関する次のア～ウについて解答しなさい。なお、解答にあたっては、「当
日の運行計画を策定するための前提条件」に記載されている事項以外は考慮しない
ものとする。

「当日の運行計画を策定するための前提条件」
〇　A 営業所を 6 時に出庫し、30キロメートル離れた B 地点まで平均時速 30キロメ 
    ートルで走行する。
〇　B 地点において 20 分間の荷積みを行う。
〇　B 地点から160 キロメートル離れた C 地点までの間、一部高速自動車国道を利
    用し、平均時速 40 キロメートルで走行して、C 地点に 11 時 20 分に到着する。
〇　C 地点において 20 分間の荷下ろし後、1 時間の休憩をとる。休憩後、A 営業所
   に帰庫するため、C 地点を 12 時 40 分に出発し、一般道路を利用して、D 地点ま
    で平均時速 30 キロメートルで走行する。
〇　D 地点に 15 時 40 分に到着し、1 時間の休憩をとる。
○　帰庫のため D 地点から 60 キロメートル離れた A 営業所まで平均時速 30 キロ
　 メートルで走行する。

ア　C 地点と D 地点の間の距離について、次の１～３の中から正しいものを１つ選び、    
   解答用紙にマークしなさい。

  　1．60 キロメートル　2．90 キロメートル　3．130 キロメートル

イ　当該運転者が A 営業所に帰庫する時刻について、次の１～３の中から正しいもの
　を 1 つ選び、解答用紙にマークしなさい。

　  1．17 時 40 分　2．18 時 40 分　3．20 時 00 分

ウ　当日の全運行において、連続運転時間は「自動車運転者の労働時間等の改善の
　ための基準」に照らし、違反しているか否かについて、次の 1 ～ 2 の中から正しい
　ものを 1 つ選び、解答用紙にマークしなさい。

　  1．違反している
　  2．違反していない

【
正
答
表
】

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10

1 3 1, 3 A:2 ,B:1
C:1,D:1 2, 3 2 3 1, 4 1, 4 3

問 11 問 12 問 13 問 14 問 15 問 16 問 17 問 18 問 19 問 20

A:2,B:2
C:1,D:2 3 4 1, 3 A:2 ,B:1

C:1,D:1 2 1, 3 3, 4 2 A:2 ,B:1
C:2,D:1

問 21 問 22 問 23 問 24 問 25 問 26 問 27 問 28 問 29 問 30

2, 3 3 3 4  適  2,4
不適 1,3

 適  2,3
不適 1,4

 適  1,4
不適 2,3

適 1,2,3
不適  4

適 1,3,4
不適  2

ア：2
イ ：2
ウ ：1


